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【 議 案 １ 】 

下関市地域公共交通網形成計画の一部改訂 

及び地域公共交通確保維持事業に係る計画について 



議案（１）「下関市地域公共交通網形成計画」の一部改訂及び公共交通確

保維持事業に係る計画について 

 

①「下関市地域公共交通網形成計画」の一部改訂について 

路線バスや市生活バスの運行について、国の補助事業を活用するためには、今

後、地域公共交通計画に補助対象系統等を位置付けることが必要となりました 

（地域公共交通計画と補助制度の連動化）。しかしながら、本市では現在、「地域

公共交通計画」を作成中であるため、現計画である「下関市地域公共交通網形成

計画」の一部改訂により対応するものです。 

これについては、追補編として作成しており、次の②の「地域公共交通確保維持

事業に係る計画」に関連する内容となっております。 

 

②地域公共交通確保維持事業に係る計画について 

国が定める「地域公共交通確保維持事業費補助金交付要綱」に基づく国庫補助

金の申請には、当協議会で承認された「地域公共交通確保維持事業に係る計画」

について、大臣認定を受ける必要があります。 

このため、この計画を「地域公共交通計画（別紙）」（案）として、今回、当協

議会で承認を求めるものです。 

また、補助系統が複数の市町村にまたがっている場合は、関係市町と結果を共

有する必要がありますので、関係市町へ情報を共有することについても、合わせ

て承認を求めるものです。 

 

（参考）  【出典：地域公共交計画と乗合バス等の補助制度の連動化に関する解説パンフレット】 



●ご審議いただく計画書 

※「地域公共交通確保維持事業に係る計画」（地域公共交通計画「別紙」） 

 

【地域間幹線系統】 

 ＊地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統及び運送予定者 

（国庫補助金の対象となる系統）：サンデン交通６系統、ブルーライン交通２系統 

○サンデン交通：①下関駅～唐戸～川棚温泉 

②下関駅～豊洋台３丁目～川棚温泉 

③下関駅～小月駅・小野田駅～おのだサンパーク 

④下関駅～小月駅～大泊 

⑤下関駅～下大野～豊田町西市 

⑥下関駅～小月駅～美祢駅 

   

○ブルーライン交通：①豊田町西市～美祢青嶺高校～来福台 

②豊田町西市～平原・市立病院～来福台 

  ※地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統（補助系統）

の地域の公共交通における位置付け・役割 

 

「下関市地域公共交通網形成計画 追補編」（地域公共交通計画「本体」） 

○補助系統の地域公共交通における位置付け・役割：Ｐ１ 

○補助系統路線図：Ｐ３ 

 

 

【フィーダー系統】 

 ＊地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統及び運送予定者 

（国庫補助金の対象となる系統）：下関市生活バス６系統 

○豊田地域：①杢路子線 ②一の俣線 ③今出線 ④一の瀬線 

○菊川地域：⑤樅ノ木・保木線 ⑥内日・田部循環線 

※地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統（補助系統）

の地域の公共交通における位置付け・役割 

 

「下関市地域公共交通網形成計画 追補編」（地域公共交通計画「本体」） 

○補助系統の地域公共交通における位置付け・役割：Ｐ１ 

○補助系統路線図：Ｐ５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（「地域公共交通計画と補助制度の連動化」に伴う一部改訂） 
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1.補助系統の地域公共交通における位置付け・役割 

公共交通の将来像における広域幹線、地域内幹線、地域内フィーダーの位置付け・役割を次のと

おり定める。 

 

表 1 補助系統の地域公共交通における位置付け・役割 

区分 位置付け・役割 連絡する拠点等 確保・維持策 

広域幹線 

・本市の公共交通ネットワー

クの骨格となる南北方向の

軸を形成。 

・本市と周辺市町村を連絡。 

・下関駅 

・小月駅 

・川棚温泉駅 

・豊田町西市 

・周辺市町村 

地域公共交通確保維持

事業を活用した車両取

得及び地域公共交通確

保維持事業(幹線補助)

を活用し持続可能な運

行を目指す 

地域内幹線 
・広域幹線軸に接続し、主に東

西方向の軸を形成。 

・小月駅 

・川棚温泉駅 

・豊田町西市 

・滝部駅 

地域内 

フィーダー 

・周辺住宅地と幹線軸を結ぶ

支線。 

・岡枝 

・菊川バスターミナル 

・川棚温泉駅 

・豊田町西市 

地域公共交通確保維持

事業(フィーダー補助)

を活用し持続可能な運

行を目指す 
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資料：下関市資料、下関市生活バスHP、下関市都市計画基礎調査結果（令和４年度） 

図 1 補助系統の運行路線図  
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資料：下関市資料、下関市生活バスHP、下関市都市計画基礎調査結果（令和４年度） 

図 2 補助系統の運行路線図（広域幹線）  
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資料：下関市資料、下関市生活バスHP、下関市都市計画基礎調査結果（令和４年度） 

図 3 補助系統の運行路線図（地域内幹線）  
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資料：下関市資料、下関市生活バスHP、下関市都市計画基礎調査結果（令和４年度） 

図 4 補助系統の運行路線図（地域内フィーダー） 
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2.補助系統の必要性 

＜広域幹線＞ 

・本市の公共交通ネットワークの骨格となる南北方向の軸を形成している。 

・都市拠点（下関中心部）と地域拠点（菊川、豊田、豊浦）、周辺市町村（山陽小野田市、美祢

市、長門市等）を連絡し、通勤通学、買物、通院等の日常生活行動だけではなく、観光、ビジ

ネス等、多様な目的での移動を担う。 

・一方で、事業者や 自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業

により運行を確保・維持する必要がある。 

 

＜地域内幹線＞ 

・広域幹線に接続し、本市の公共交通ネットワークの骨格となる主に東西方向の軸を形成してい

る。 

・本市の地域拠点（豊田、豊浦、豊北）間を連絡する日常生活行動の移動を担っており、広域幹

線を補完する欠かせない路線である。 

・一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業

により運行を確保・維持する必要がある。 

 

＜地域内フィーダー＞ 

・本市の地域拠点（菊川、豊田、豊浦）を中心として、周辺住宅地と広域幹線、地域内幹線を結

ぶ支線として、日常生活行動の移動を担っている。 

・一方で、自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運

行を確保・維持する必要がある。 
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3.補助系統の運行路線 

補助系統の運行路線一覧を以下に示す。 

表 2 補助系統の運行路線一覧 

 

  

位置づけ 起点 経過地 終点 運行会社

唐戸

豊洋台３丁目

小月駅・小野田駅 おのだサンパーク

小月駅 大泊

下大野 豊田町西市

小月駅 美祢駅

美祢青嶺高校

平原・市民病院

小月駅 小野田駅 おのだサンパーク

豊田町西市 下大野 小月駅

下関駅 小月駅 俵山温泉

小月駅 豊田町西市 大泊

小月駅 田部バイパス 豊田町西市

二見駅・道の駅 肥中

豊浦病院 肥中・島戸

豊田町西市 西教寺 滝部駅

滝部駅 病院・ホーム・一の俣 豊田町西市

下杢路子・下八道・鷹子・庭田 上杢路子

一ノ俣・上浮石・秋葉・稲見 佐野

今出・台 地吉

日高萩 中の瀬

中山・保木・轡井 樅ノ木

吉賀・楢崎・日新・植田・内日下

吉賀・日新・内日下

七見･上田部・楢崎・日新･内日下

吉賀・楢崎・久野 川棚駅

広域幹線

下関駅

川棚温泉

サンデン交通

豊田町西市 ブルーライン交通来福台

フィーダー

豊田
総合
支所

下関市

(生活バス)

菊川
ﾊﾞｽ
ﾀｰﾐﾅﾙ 菊川
ﾊﾞｽ
ﾀｰﾐﾅﾙ

地域内幹線

川棚温泉

ブルーライン交通

サンデン交通
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4.数値目標 

数値目標を以下に示す。 

表 3 数値目標一覧 

数値目標 データ取得方法 現況値  

（R5年度） 

目標値 

 （R10 年度） 

路線バスの 

年間利用者数 

バス事業者保有の乗降データ

等により毎年計測 
１６，６４６千人/年 現状維持 

公共交通に係る 

市の財政負担額 
普通会計決算等より毎年整理 ３６，６２０万円/年 現状維持 

市内路線バスの 

収支差 

事業者報告書、決算報告書等

の資料から毎年計測 
▲１１２，６３６万円/年 １％改善 

 

 

 



【幹線系統】

様式第１－１（日本産業規格Ａ列４番） 

下 地 協 第 ３ ７ 号 

令和６年６月２７日 

 

　国土交通大臣　殿 

 

 

氏名又は名称　下関市地域公共交通協議会　 

住　　　　所　下関市南部町１番１号　　　 

代表者氏名　会 長　 杉 浦　勝 章　　　 

 

 

地域公共交通計画認定申請書 

 

 

 

　地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり定めたの

で、関係書類を添えて申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本申請書に、記載すべき事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。 
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別　紙

【幹線系統】 

 

令和６年６月２７日 

 

（名称）下関市地域公共交通協議会 

  
 １．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性

 下関市内の乗合バスの輸送実績は、少子化や過疎化の進行等により、利用者の減少傾向

が続いている。バス利用者の減少により、事業者の経営状況が悪化し、赤字路線の廃止や

運行回数の減少等利用者サービスの低下を招き、それがまたバスの利用者離れとなる悪循

環が生じている。 

さらに、こうした中、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和２年以降、乗合

バスの輸送人員が大きく減少しており、乗合バス事業者においては、極めて厳しい経営環

境に直面する中、事業の継続に向けた取組が課題となっている。 

学生、高齢者や障害者などのマイカーを持たない、あるいは、利用することができない

人々にとっては、通勤、通学、買い物や通院などの社会生活をおくるにあたり、安全・安

心・快適な交通手段の確保・維持は極めて重要である。また、近年は過疎地域に加え、都

市圏郊外においても急速に高齢化が進む中、地域の公共交通であるバス系統を維持・確保

していくことが必要である。 

今回、当該計画において認定申請する幹線系統は、本市の公共交通ネットワークの骨格

となるものであり、日常生活行動だけでなく、観光、ビジネス等、多様な目的を担ってい

る。 

今後も、住民が安心して社会生活をおくり、積極的に社会参加でき、活力ある地域へと

つながるよう、広域的、幹線的、地域的、支線的なバス系統の確保・維持に引き続き努め

ることとする。 

 ２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果

 （１）事業の目標

 ・現在の生活交通路線を将来にわたって確保するためには、路線維持に係るコスト削減が

最重要課題と認識している。そのためには、真に必要な運行系統であるかの検討をし、

地域住民のニーズにあった効率よい運行ダイヤを作成、また、バス利用者の要望を再認

識する必要がある。 

・関係市町と協力し、住民意見や利用者のニーズを考慮して運営コストの削減に努めると

ともに、利用促進面では、バスロケーションシステム、デジタルサイネージ、全国相互

利用可能なＩＣカードシステムの利用促進、学生フリー定期、ロングライフパス、一般

フリー定期の利用促進に努める。また、乗車券電子決済の導入など、少しでもバス利用

者の増加に結び付くよう積極的に取り組んでいく。 

・サンデン交通においてはＩＣカード「ニモカ」を導入済みであり、周知の徹底を図り、

業務効率化に努める。 

・系統の再編等を実施し、全体として経常収支の１％改善を目指す。 

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用し、利用促進を図ることで、利用者数の

維持を目指すとともに、公的負担も現状維持を目指す。 

（下関市地域公共交通網形成計画追補編 Ｐ８参照）
 （２）事業の効果

 地域間幹線バス系統を維持することにより、地域で生活する移動制約者の生活に必要

不可欠な交通手段が確保される。 

また、広域的・幹線的系統と地域的・支線的系統の有機的な連携により、効率的な地

域交通網が形成され、住民の社会参加促進や地域活性化にもつながる。 

定量的な事業目標を導入することにより、バス利用者の増加と効率的な運行を促進し、

地域のサービス水準を維持・向上することが期待できる。
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 ３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体

 ・全国相互利用可能なＩＣカードシステムの利用促進、標準的なバス情報フォーマットに

よる情報提供および周知の徹底（各バス事業者） 

・フリー定期券の周知、ＰＲ、スマホ定期券の導入（各バス事業者） 

・適切なダイヤ、運行ルートの検討、利便性を向上させた路線再編の周知、ＰＲ（各バス

事業者） 

・こども 50円バスの実施（各バス事業者） 

・鉄道・路線バス等の総合時刻表の作成・配布（各市町、各バス事業者、関係事業者） 

・公共交通協議会等による利用者意見の把握・反映（各市町、各バス事業者、関係事業者、

関係機関、地域住民） 

 ４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者
  

表１のとおり。（該当系統を色づけ） 

 ５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額
  

　表２のとおり（該当系統を色づけ） 

 ６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法

  

・利用者数や収支について、数値指標によるモニタリング・評価を実施 

・利用者アンケート、住民ヒアリング等。 

 ７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】
  

該当なし 

 ８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】
  

　表４のとおり（該当系統を色づけ） 

 ９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】
 別添「生産性向上の取組検討シート」（別添１－１・別添１－２）のとおり （該当箇所

を色づけ） 

 10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】
  

該当なし 
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 11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】
 （サンデン交通） 

・令和６年３月３１日現在、ノンステップバス１７８台、乗合バス車両の総車両台数１

８５台でノンステップ車両率９２．７％。 

・車齢２０年以上の車両が５５台、１５年～１９年が６１台、老朽車両は運用面におい

て故障の発生が多く、安定した運用には不安が残る。 

・公共交通機関として住民の日常生活における移動手段の確保及び地域間幹線系統を含

めた全体的なバス路線を維持するには、車両の更新はとても重要である。そして、バ

スの利用向上には乗降のしやすいノンステップバスの導入が必要である。 

 12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】
 （１）事業の目標
 （サンデン交通） 

ノンステップバス保有台数比率が高まることにより、高齢者、障害者、学生及びお子様

にとって、バスの乗降がスムーズになり、自家用車等を利用されていた方々がバス利用へ

シフトするなど、公共交通機関である乗合バスの利用促進が図られることになる。また、

スムーズな乗り降りが可能であることは、車内事故の軽減に寄与するものと思われる。
 （２）事業の効果

 ノンステップバスを導入を促進することにより、高齢者、障害者、学生及びお子様が利

用しやすい環境となることでバスの利用促進が図られる。

 13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
 表６、表７を添付。（該当箇所を色づけ） 

 14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
 　該当なし

 15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
 　該当なし

 16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
 （１）事業の目標

 該当なし

 （２）事業の効果

 該当なし

 17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
 該当なし
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別　紙

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住　所）下関市南部町１－１　　　　　　　　　　 

（所　属）下関市都市整備部都市計画課　　　　　　 

（氏　名）前山　孝広　　　　　　　　　　　　　　 

（電　話）０８３-２３１-１４４１　　　　　　　　 

（e-mail）tskotsut@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 18．協議会の開催状況と主な議論

 ・令和 5 年 3 月 23 日　地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく協議会への 

移行について 

・令和 5 年 5 月 11 日　下関市地域公共交通協議会規約（案）について 

下関市地域公共交通協議会の役員について 

下関市地域公共交通協議会事務局規程（案）について 

下関市地域公共交通協議会財務規程（案）について 

下関市地域公共交通協議会報酬及び費用弁償規程（案）について 

令和 5年度下関市地域公共交通協議会事業計画（案）及び予算（案）

について 

令和 5年度下関市地域公共交通計画策定業務の発注について 

※同日「下関市地域公共交通協議会」発足 

・令和 5 年 6 月 30 日　自家用有償旅客運送　登録の更新について 

下関市生活バス 地域内フィーダー系統確保維持計画について 

令和 4年度 自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

・令和 5 年 8 月 4 日　生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）案に 

ついて 

下関市生活バスにおける少量貨物有償運送更新許可申請について 

・令和 5 年 11 月 27 日　下関市地域公共交通計画について 

一般乗合旅客自動車運送事業者における路線廃止について 

・令和 5 年 12 月 25 日　令和 5年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系

統確保維持費国庫補助金）に関する事業評価について 

・令和 6 年 2 月 21 日　自家用有償旅客運送の変更登録の申請について 

下関市生活バス（豊田地域）における運行管理の体制等の変更に　

ついて 

・令和 6 年 5 月 16 日　下関市地域公共交通協議会事務局規程の改正について 

・令和 6 年 6 月 27 日　下関市地域公共交通網形成計画の一部改訂及び地域公共交通確保

維持事業に係る計画について 

令和 5年度 自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

 19．利用者等の意見の反映状況

 下関市においては、地域住民の代表を加えた公共交通整備検討委員会を設置し、平成 30

年 3月に「下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）」を策定した。 

また、バス路線の再編においてパブリックコメントを実施し、合わせて過去の利用者意

見等もふまえ、令和 2年 8月に「下関市地域公共交通再編実施計画」を策定した。 

コロナ禍の影響と、原油価格をはじめとする物価高騰が続く厳しい状況の中、路線バス

の運行継続のため、運行の見直し（効率化）に取り組んだが、利用者からの系統及び便数

の維持を求める要望は強く、利用者が減少する中での運行の維持及び継続が大きな課題で

ある。
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)計

中
国

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

(株
)計

ブ
ル

ー
ラ

イ
ン

交
通

(株
)計

県
計

都
道

府
県

（
市

区
町

村
）

運
行

予
定

者
名

運
行

系
統

名
（
申

請
番

号
）

確
保

維
持

事
業

に
要

す
る

国
庫

補
助

額
（
千

円
）

特 例 措 置

山
口

県
石

見
交

通
(株

)

山
口

県
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)

山
口

県
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
(株

)
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表
２

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

要
す

る
費

用
の

総
額

、
負

担
者

及
び

そ
の

負
担

額
（
地

域
間

幹
線

系
統

用
）

１
．

申
請

事
業

者
の

概
要

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

（
補

助
対

象
事

業
者

の
「
基

準
期

間
※

を
最

終
年

度
と

す
る

連
続

し
た

過
去

３
年

間
」
に

お
け

る
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

等
）

※
「
基

準
期

間
」
と

は
、

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

補
助

対
象

期
間

を
い

う
。

２
．

キ
ロ

当
た

り
補

助
対

象
経

常
費

用
及

び
経

常
収

益

３
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
状

況

事
業

者
名

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

R
7
年

度

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,6

0
8
,0

2
1

千
円

営
業

外
収

益
1
3
,3

1
6

経
常

収
益

（
イ

）
1
,6

2
1
,3

3
7

営
業

費
用

2
,4

7
8
,6

0
9

千
円

営
業

外
費

用
1
9
,0

2
4

経
常

費
用

（
ロ

）
2
,4

9
7
,6

3
3

営
業

損
益

△
 8

7
0
,5

8
8

千
円

営
業

外
損

益
△

 5
,7

0
8

経
常

損
益

△
 8

7
6
,2

9
6

経
常

収
支

率
6
4
.9

1
 

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,5

2
6
,9

4
2

千
円

営
業

外
収

益
1
2
,7

1
3

経
常

収
益

（
イ

'）
1
,5

3
9
,6

5
6

営
業

費
用

2
,4

8
2
,3

9
7

千
円

営
業

外
費

用
2
1
,5

2
9

経
常

費
用

（
ロ

'）
2
,5

0
3
,9

2
7

営
業

損
益

△
 9

5
5
,4

5
5

千
円

営
業

外
損

益
△

 8
,8

1
6

経
常

損
益

△
 9

6
4
,2

7
1

経
常

収
支

率
6
1
.4

9

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,4

8
4
,9

6
6

千
円

営
業

外
収

益
1
5
,0

6
9

経
常

収
益

（
イ

''）
1
,5

0
0
,0

3
6

営
業

費
用

2
,6

2
9
,8

5
2

千
円

営
業

外
費

用
3
1
,1

8
4

経
常

費
用

（
ロ

''）
2
,6

6
1
,0

3
6

営
業

損
益

△
 1

,1
4
4
,8

8
6

千
円

営
業

外
損

益
△

 1
6
,1

1
5

経
常

損
益

△
 1

,1
6
1
,0

0
0

経
常

収
支

率
5
6
.3

7

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
基

準
期

間
の

前
々

年
度

）
　

ロ
”
÷

ハ
”
＝

ａ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
基

準
期

間
の

前
年

度
）
　

ロ
’
÷

ハ
’
＝

ｂ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
　

（
基

準
期

間
）

ロ
÷

ハ
＝

ｃ

山
陽

3
4
3
円

3
7
銭

3
9
4
円

6
9
銭

4
1
3
円

9
1
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
a+

b+
c
）
/
3
 =

 ニ

地
域

キ
ロ

当
た

り
標

準
経

常
費

用
ホ

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
ニ

と
ホ

の
い

ず
れ

か
少

な
い

額

ヘ

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
イ

÷
ハ

 =
 ト

山
陽

3
8
3
円

9
9
銭

4
0
9
円

5
3
銭

3
8
3
円

9
9
銭

2
4
2
円

6
9
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
認

可
日

認
可

を
受

け
た

補
助

対
象

期
間

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

割
合

フ

改
定

率
コ

山
陽

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

補
助

対
象

期
間

の

(基
準

期
間

※
)の

損
益

状
況

補
助

対
象

期
間

の
実

車
走

行
キ

ロ
（
ハ

）
6
,0

3
4
,1

6
4
.7

基
準

期
間

の
前

年
度

の
損

益
状

況

基
準

期
間

の
前

年
度

の
実

車
走

行
キ

ロ
（
ハ

’
）

6
,3

4
4
,0

1
1
.7

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

損
益

状
況

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

実
車

走
行

キ
ロ

（
ハ

”
）

7
,7

4
9
,5

6
1
.9
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４
．

補
助

対
象

系
統

ご
と

に
要

す
る

費
用

、
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合

ﾙ
÷

ﾁ

2
3
7
2
.5

％

(6
.5

)

2
0
0
7
.5

％

(5
.5

)

3
6
5
0
.0

％

(1
0
.0

)
5
0
.7

6
5

2
3
7
2
.5

％

(6
.5

)

3
1
0
2
.5

％

(8
.5

)

2
7
3
7
.5

％

(7
.5

)

山
陽

第
１

号
1
3
2
,3

8
5
.5

 
．

ｋ
ｍ

5
0
,8

3
4
,7

0
8

円
3
6
,0

3
3
,9

1
4

円
1
6
2
,4

8
9
.6

ｋ
ｍ

2
9
,1

0
4
,3

9
6

円
1
4
1
,8

9
9
.4

ｋ
ｍ

2
9
,7

7
0
,3

6
7

円
1
4
2
,4

3
8
.1

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
２

号
1
1
8
,8

4
4
.0

 
．

ｋ
ｍ

4
5
,6

3
4
,9

0
7

円
2
4
,6

8
4
,4

9
6

円
1
1
8
,5

1
8
.4

ｋ
ｍ

2
3
,5

8
7
,3

7
5

円
1
1
8
,2

2
2
.4

ｋ
ｍ

2
6
,4

5
8
,0

6
5

円
1
1
8
,7

2
0
.0

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
３

号
2
9
7
,9

8
6
.0

 
．

ｋ
ｍ

1
1
4
,4

2
3
,6

4
4

円
1
5
,4

6
9
,3

5
7

円
7
9
,7

2
8
.2

ｋ
ｍ

1
6
,7

0
2
,6

0
7

円
9
2
,8

1
9
.5

ｋ
ｍ

6
1
,5

5
6
,8

2
3

円
3
2
4
,7

2
3
.4

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
４

号
3
6
3
,9

4
1
.5

 
．

ｋ
ｍ

1
3
9
,7

4
9
,8

9
6

円
5
1
,0

2
7
,4

4
8

円
3
9
0
,9

5
3
.2

ｋ
ｍ

5
4
,9

0
5
,4

5
5

円
3
9
0
,1

6
6
.4

ｋ
ｍ

4
8
,1

1
4
,9

3
7

円
3
9
1
,3

1
3
.8

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
５

号
2
3
2
,0

6
7
.0

 
．

ｋ
ｍ

8
9
,1

1
1
,4

0
7

円
4
0
,7

6
0
,6

7
7

円
2
1
7
,8

0
7
.5

ｋ
ｍ

5
0
,3

1
6
,9

6
8

円
1
9
9
,2

8
1
.3

ｋ
ｍ

5
9
,8

1
8
,2

5
3

円
2
4
2
,4

2
4
.4

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
６

号
2
4
0
,8

6
3
.5

 
．

ｋ
ｍ

9
2
,4

8
9
,1

7
5

円
3
1
,7

2
4
,4

5
4

円
2
5
5
,9

4
8
.6

ｋ
ｍ

3
7
,8

1
0
,3

8
4

円
2
3
9
,1

5
5
.4

ｋ
ｍ

4
4
,8

3
0
,3

9
2

円
2
3
9
,5

7
7
.2

ｋ
ｍ

円
円

円
円

1
,3

8
6
,0

8
7
.5

 
．

ｋ
ｍ

5
3
2
,2

4
3
,7

3
7

円
1
9
9
,7

0
0
,3

4
6

円
1
,2

2
5
,4

4
5
.5

ｋ
ｍ

2
1
2
,4

2
7
,1

8
5

円
1
,1

8
1
,5

4
4
.4

ｋ
ｍ

2
7
0
,5

4
8
,8

3
7

円
1
,4

5
9
,1

9
6
.9

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
１

号
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
0
,5

1
1
,5

0
0

円
8
5
.7

％
1
,7

5
2
,0

0
0

円
1
4
.2

％
円

％
6
0
1

円
％

山
陽

第
２

号
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
0
,2

6
7
,5

0
0

円
9
8
.8

％
1
1
7
,0

0
0

円
1
.1

％
円

％
7
0
9

円
％

山
陽

第
３

号
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
0
,1

4
0
,0

0
0

円
2
0
.9

％
3
8
,1

6
9
,0

0
0

円
7
9
.0

％
円

％
9
5
3

円
％

山
陽

第
４

号
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
9
,3

4
9
,5

0
0

円
2
6
.6

％
5
3
,2

3
2
,0

0
0

円
7
3
.3

％
円

％
6
2
2

円
％

山
陽

第
５

号
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
8
,0

0
8
,0

0
0

円
9
9
.9

％
0

円
0
.0

％
円

％
7
9
8

円
％

山
陽

第
６

号
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
6
,6

4
8
,0

0
0

円
4
3
.6

％
2
1
,5

2
6
,0

0
0

円
5
6
.3

％
円

％
9
4
0

円
％

円
円

円
千

円
千

円
円

円
8
4
,9

2
4
,0

0
0

円
4
2
.5

％
1
1
4
,7

9
6
,0

0
0

円
5
7
.4

％
円

％
4
6
2
3

円
％

運
行

系
統

①
＝

カ
ッ

コ
内

②
①

×
②

＝
③

チ
オ

オ
÷

チ
＝

ク
リ

ヌ
ル

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

＋
ル

）
）
÷

チ
＝

ヲ

往
2
7
.9

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
2
7
.9

Ｋ
ｍ

2
7
.9

Ｋ
ｍ

復
　

　
　

Ｋ
ｍ

　
　

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
2
9
.6

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
2
9
.6

Ｋ
ｍ

2
9
.6

Ｋ
ｍ

復
　

　
　

Ｋ
ｍ

　
　

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
3
9
.2

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
1
9
.9

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
3
9
.2

Ｋ
ｍ

3
9
.2

Ｋ
ｍ

復
　

　
　

Ｋ
ｍ

　
　

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

1
9
.9

Ｋ
ｍ

1
9
.9

Ｋ
ｍ

往
7
6
.7

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
7
6
.7

Ｋ
ｍ

7
6
.7

Ｋ
ｍ

復
　

　
　

Ｋ
ｍ

　
　

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
3
7
.4

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
3
7
.4

Ｋ
ｍ

3
7
.4

Ｋ
ｍ

復
　

　
　

Ｋ
ｍ

　
　

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
4
3
.7

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
4
3
.7

Ｋ
ｍ

4
3
.7

Ｋ
ｍ

復
　

　
　

Ｋ
ｍ

　
　

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

　
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
1
9
.9

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
　

　
Ｋ

ｍ
　

　
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
1
9
.9

Ｋ
ｍ

1
9
.9

Ｋ
ｍ

補
助

対
象

系
統

の
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

基
準

期
間

の
前

々
年

度
基

準
期

間
の

前
年

度
基

準
期

間

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

）
）

÷
チ

＝
ヲ

’
ワ

ヘ
×

ワ
以

下
の

額
：
カ

(d
+
e
+
f)
/
3
 =

ノ
経

常
収

益
ヤ

”

実
車

走
行

キ
ロ

マ
”

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
”
÷

マ
”
＝

d

経
常

収
益

ヤ
’

実
車

走
行

キ
ロ

マ
’

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
’
÷

マ
’
＝

e

経
常

収
益

ヤ

実
車

走
行

キ
ロ

マ

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
÷

マ
＝

f

ノ
×

ワ
以

上
の

額
：
ヨ

カ
－

ヨ
＝

タ
カ

×
9
/
2
0
＝

レ
ソ

2
1
1
円

 9
5
銭

2
2
1
 円

.7
6
 銭

2
0
5
 円

.1
0
 銭

2
0
9
 円

.0
 銭

2
8
,0

5
9
,1

0
7

2
2
,7

7
5
,6

0
1

2
2
,8

7
5
,6

1
8

2
2
,7

7
5
,6

0
1

2
1
0
円

 2
1
銭

2
0
8
 円

.2
7
 銭

1
9
9
 円

.5
1
 銭

2
2
2
 円

.8
6
 銭

2
4
,9

8
2
,1

9
8

2
0
,6

5
2
,7

0
9

2
0
,5

3
5
,7

0
8

2
0
,5

3
5
,7

0
8

1
8
7
円

 8
4
銭

1
9
4
 円

.0
2
 銭

1
7
9
 円

.9
4
 銭

1
8
9
 円

.5
6
 銭

5
5
,9

7
3
,6

9
1

5
8
,4

4
9
,9

5
3

5
1
,4

9
0
,6

3
9

5
1
,4

9
0
,6

3
9

1
3
1
円

 3
9
銭

1
3
0
 円

.5
2
 銭

1
4
0
 円

.7
2
 銭

1
2
2
 円

.9
5
 銭

4
7
,8

1
8
,2

7
4

9
1
,9

3
1
,6

2
2

6
2
,8

8
7
,4

5
3

6
2
,8

8
7
,4

5
3

2
2
8
円

 7
9
銭

1
8
7
 円

.1
4
 銭

2
5
2
 円

.4
9
 銭

2
4
6
 円

.7
5
 銭

5
3
,0

9
4
,6

0
9

3
6
,0

1
6
,7

9
8

4
0
,1

0
0
,1

3
3

3
6
,0

1
6
,7

9
8

1
5
6
円

 3
8
銭

1
2
3
 円

.9
4
 銭

1
5
8
 円

.0
9
 銭

1
8
7
 円

.1
2
 銭

3
7
,6

6
6
,2

3
5

5
4
,8

2
2
,9

4
0

4
1
,6

2
0
,1

2
8

4
1
,6

2
0
,1

2
8

合
計

2
4
7
,5

9
4
,1

1
4

2
8
4
,6

4
9
,6

2
3

2
3
9
,5

0
9
,6

8
1

2
3
9
,5

0
9
,6

8
1

ウ
の

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

ソ
×

ヲ
＝

ツ
ソ

×
ヲ

’
＝

ツ
’

ツ
×

み
な

し
運

行
回

数
／

①
計

画
運

行
回

数
＝

ネ
ナ

ナ
×

1
/
2
＝

ラ
ニ

×
ワ

－
ヨ

＝
ム

ム
－

ラ
＝

ウ
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合

2
2
,7

7
5
,6

0
1

0
2
1
,0

2
3
,6

3
2

2
1
,0

2
3

1
0
,5

1
1
.5

2
2
,7

7
5
,6

0
1

1
2
,2

6
4
,1

0
1

2
0
,5

3
5
,7

0
8

0
0

2
0
,5

3
5

1
0
,2

6
7
.5

2
0
,6

5
2
,7

0
9

1
0
,3

8
5
,2

0
9

2
5
,3

5
0
,9

0
1

0
2
0
,2

8
0
,7

2
1

2
0
,2

8
0

1
0
,1

4
0
.0

5
8
,4

4
9
,9

5
3

4
8
,3

0
9
,9

5
3

6
2
,8

8
7
,4

5
3

0
3
8
,6

9
9
,9

7
1

3
8
,6

9
9

1
9
,3

4
9
.5

9
1
,9

3
1
,6

2
2

7
2
,5

8
2
,1

2
2

3
6
,0

1
6
,7

9
8

0
0

3
6
,0

1
6

1
8
,0

0
8
.0

3
6
,0

1
6
,7

9
8

1
8
,0

0
8
,7

9
8

4
1
,6

2
0
,1

2
8

0
3
3
,2

9
6
,1

0
2

3
3
,2

9
6

1
6
,6

4
8
.0

5
4
,8

2
2
,9

4
0

3
8
,1

7
4
,9

4
0

合
計

2
0
9
,1

8
6
,5

8
9

0
1
1
3
,3

0
0
,4

2
6

1
6
9
,8

4
9

8
4
,9

2
4

2
8
4
,6

4
9
,6

2
3

1
9
9
,7

2
5
,1

2
3

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

運
行

系
統

名

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

（
　

　
）

計
画

平
均

乗
車

密
度

計
画

輸
送

量
系

統
キ

ロ
程

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
部

分
に

係
る

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
起

点
主

な
経

由
地

終
点

山
陽

第
1
号

北
浦

線
下

関
駅

唐
戸

川
棚

温
泉

3
6
5

日
回

4
.8

3
1
.2

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
2
号

北
浦

線
下

関
駅

豊
洋

台
三

丁
目

川
棚

温
泉

3
6
5

日
回

5
.1

2
8
.0

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
3
号

山
陽

国
道

線
下

関
駅

小
月

駅
・
小

野
田

駅
お

の
だ

サ
ン

パ
ー

ク
3
6
5

日
回

4
.4

4
4
.0

人
4
9
.2

3
4
%

山
陽

第
4
号

仙
崎

線
・

準
下

関
駅

小
月

駅
大

泊
3
6
5

日
回

3
.2

2
0
.8

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
5
号

下
関

・
豊

田
線

下
関

駅
下

大
野

豊
田

町
西

市
3
6
5

日
回

5
.9

5
0
.1

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
6
号

美
祢

線
下

関
駅

小
月

駅
美

祢
駅

3
6
5

日
回

4
.3

3
2
.2

人
1
0
0
.0

0
0
%

合
計

計
6

系
統

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

収
益

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

補
助

対
象

経
費

の
限

度
額

タ
又

は
レ

の
う

ち
い

ず
れ

か
少

な
い

ほ
う

の
額

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

に
係

る
も

の

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

に
係

る
も

の

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
5
人

未
満

の
路

線

補
助

対
象

経
費

計
画

額
経

常
費

用
か

ら
経

常
収

益
を

控
除

し
た

額

損
失

額
か

ら
国

庫
補

助
額

を
控

除
し

た
額
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表
２

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

要
す

る
費

用
の

総
額

、
負

担
者

及
び

そ
の

負
担

額
（
地

域
間

幹
線

系
統

用
）

１
．

申
請

事
業

者
の

概
要

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

（
補

助
対

象
事

業
者

の
「
基

準
期

間
※

を
最

終
年

度
と

す
る

連
続

し
た

過
去

３
年

間
」
に

お
け

る
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

等
）

※
「
基

準
期

間
」
と

は
、

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

補
助

対
象

期
間

を
い

う
。

２
．

キ
ロ

当
た

り
補

助
対

象
経

常
費

用
及

び
経

常
収

益

３
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
状

況

事
業

者
名

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

R
8
年

度

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,6

0
8
,0

2
1

千
円

営
業

外
収

益
1
3
,3

1
6

経
常

収
益

（
イ

）
1
,6

2
1
,3

3
7

営
業

費
用

2
,4

7
8
,6

0
9

千
円

営
業

外
費

用
1
9
,0

2
4

経
常

費
用

（
ロ

）
2
,4

9
7
,6

3
3

営
業

損
益

△
 8

7
0
,5

8
8

千
円

営
業

外
損

益
△

 5
,7

0
8

経
常

損
益

△
 8

7
6
,2

9
6

経
常

収
支

率
6
4
.9

1
 

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,5

2
6
,9

4
2

千
円

営
業

外
収

益
1
2
,7

1
3

経
常

収
益

（
イ

'）
1
,5

3
9
,6

5
6

営
業

費
用

2
,4

8
2
,3

9
7

千
円

営
業

外
費

用
2
1
,5

2
9

経
常

費
用

（
ロ

'）
2
,5

0
3
,9

2
7

営
業

損
益

△
 9

5
5
,4

5
5

千
円

営
業

外
損

益
△

 8
,8

1
6

経
常

損
益

△
 9

6
4
,2

7
1

経
常

収
支

率
6
1
.4

9

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,4

8
4
,9

6
6

千
円

営
業

外
収

益
1
5
,0

6
9

経
常

収
益

（
イ

''）
1
,5

0
0
,0

3
6

営
業

費
用

2
,6

2
9
,8

5
2

千
円

営
業

外
費

用
3
1
,1

8
4

経
常

費
用

（
ロ

''）
2
,6

6
1
,0

3
6

営
業

損
益

△
 1

,1
4
4
,8

8
6

千
円

営
業

外
損

益
△

 1
6
,1

1
5

経
常

損
益

△
 1

,1
6
1
,0

0
0

経
常

収
支

率
5
6
.3

7

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
基

準
期

間
の

前
々

年
度

）
　

ロ
”
÷

ハ
”
＝

ａ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
基

準
期

間
の

前
年

度
）
　

ロ
’
÷

ハ
’
＝

ｂ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
　

（
基

準
期

間
）

ロ
÷

ハ
＝

ｃ

山
陽

3
4
3
円

3
7
銭

3
9
4
円

6
9
銭

4
1
3
円

9
1
銭
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そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

ソ
×

ヲ
＝

ツ
ソ

×
ヲ

’
＝

ツ
’

ツ
×

み
な

し
運

行
回

数
／

①
計

画
運

行
回

数
＝

ネ
ナ

ナ
×

1
/
2
＝

ラ
ニ

×
ワ

－
ヨ

＝
ム

ム
－

ラ
＝

ウ
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合

2
2
,7

7
5
,6

0
1

0
2
1
,0

2
3
,6

3
2

2
1
,0

2
3

1
0
,5

1
1
.5

2
2
,7

7
5
,6

0
1

1
2
,2

6
4
,1

0
1

2
0
,5

3
5
,7

0
8

0
0

2
0
,5

3
5

1
0
,2

6
7
.5

2
0
,6

5
2
,7

0
9

1
0
,3

8
5
,2

0
9

2
5
,3

5
0
,9

0
1

0
2
0
,2

8
0
,7

2
1

2
0
,2

8
0

1
0
,1

4
0
.0

5
8
,4

4
9
,9

5
3

4
8
,3

0
9
,9

5
3

6
2
,8

8
7
,4

5
3

0
3
8
,6

9
9
,9

7
1

3
8
,6

9
9

1
9
,3

4
9
.5

9
1
,9

3
1
,6

2
2

7
2
,5

8
2
,1

2
2

3
6
,0

1
6
,7

9
8

0
0

3
6
,0

1
6

1
8
,0

0
8
.0

3
6
,0

1
6
,7

9
8

1
8
,0

0
8
,7

9
8

4
1
,6

2
0
,1

2
8

0
3
3
,2

9
6
,1

0
2

3
3
,2

9
6

1
6
,6

4
8
.0

5
4
,8

2
2
,9

4
0

3
8
,1

7
4
,9

4
0

合
計

2
0
9
,1

8
6
,5

8
9

0
1
1
3
,3

0
0
,4

2
6

1
6
9
,8

4
9

8
4
,9

2
4

2
8
4
,6

4
9
,6

2
3

1
9
9
,7

2
5
,1

2
3

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

運
行

系
統

名

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

（
　

　
）

計
画

平
均

乗
車

密
度

計
画

輸
送

量
系

統
キ

ロ
程

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
部

分
に

係
る

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
起

点
主

な
経

由
地

終
点

山
陽

第
1
号

北
浦

線
下

関
駅

唐
戸

川
棚

温
泉

3
6
5

日
回

4
.8

3
1
.2

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
2
号

北
浦

線
下

関
駅

豊
洋

台
三

丁
目

川
棚

温
泉

3
6
5

日
回

5
.1

2
8
.0

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
3
号

山
陽

国
道

線
下

関
駅

小
月

駅
・
小

野
田

駅
お

の
だ

サ
ン

パ
ー

ク
3
6
5

日
回

4
.4

4
4
.0

人
4
9
.2

3
4
%

山
陽

第
4
号

仙
崎

線
・

準
下

関
駅

小
月

駅
大

泊
3
6
5

日
回

3
.2

2
0
.8

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
5
号

下
関

・
豊

田
線

下
関

駅
下

大
野

豊
田

町
西

市
3
6
5

日
回

5
.9

5
0
.1

人
1
0
0
.0

0
0
%

山
陽

第
6
号

美
祢

線
下

関
駅

小
月

駅
美

祢
駅

3
6
5

日
回

4
.3

3
2
.2

人
1
0
0
.0

0
0
%

合
計

計
6

系
統

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

収
益

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

補
助

対
象

経
費

の
限

度
額

タ
又

は
レ

の
う

ち
い

ず
れ

か
少

な
い

ほ
う

の
額

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

に
係

る
も

の

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

に
係

る
も

の

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
5
人

未
満

の
路

線

補
助

対
象

経
費

計
画

額
経

常
費

用
か

ら
経

常
収

益
を

控
除

し
た

額

損
失

額
か

ら
国

庫
補

助
額

を
控

除
し

た
額
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表
２

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

要
す

る
費

用
の

総
額

、
負

担
者

及
び

そ
の

負
担

額
（
地

域
間

幹
線

系
統

用
）

１
．

申
請

事
業

者
の

概
要

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

（
補

助
対

象
事

業
者

の
「
基

準
期

間
※

を
最

終
年

度
と

す
る

連
続

し
た

過
去

３
年

間
」
に

お
け

る
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

等
）

※
「
基

準
期

間
」
と

は
、

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

補
助

対
象

期
間

を
い

う
。

２
．

キ
ロ

当
た

り
補

助
対

象
経

常
費

用
及

び
経

常
収

益

３
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
状

況

事
業

者
名

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

R
9
年

度

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,6

0
8
,0

2
1

千
円

営
業

外
収

益
1
3
,3

1
6

経
常

収
益

（
イ

）
1
,6

2
1
,3

3
7

営
業

費
用

2
,4

7
8
,6

0
9

千
円

営
業

外
費

用
1
9
,0

2
4

経
常

費
用

（
ロ

）
2
,4

9
7
,6

3
3

営
業

損
益

△
 8

7
0
,5

8
8

千
円

営
業

外
損

益
△

 5
,7

0
8

経
常

損
益

△
 8

7
6
,2

9
6

経
常

収
支

率
6
4
.9

1
 

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,5

2
6
,9

4
2

千
円

営
業

外
収

益
1
2
,7

1
3

経
常

収
益

（
イ

'）
1
,5

3
9
,6

5
6

営
業

費
用

2
,4

8
2
,3

9
7

千
円

営
業

外
費

用
2
1
,5

2
9

経
常

費
用

（
ロ

'）
2
,5

0
3
,9

2
7

営
業

損
益

△
 9

5
5
,4

5
5

千
円

営
業

外
損

益
△

 8
,8

1
6

経
常

損
益

△
 9

6
4
,2

7
1

経
常

収
支

率
6
1
.4

9

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

1
,4

8
4
,9

6
6

千
円

営
業

外
収

益
1
5
,0

6
9

経
常

収
益

（
イ

''）
1
,5

0
0
,0

3
6

営
業

費
用

2
,6

2
9
,8

5
2

千
円

営
業

外
費

用
3
1
,1

8
4

経
常

費
用

（
ロ

''）
2
,6

6
1
,0

3
6

営
業

損
益

△
 1

,1
4
4
,8

8
6

千
円

営
業

外
損

益
△

 1
6
,1

1
5

経
常

損
益

△
 1

,1
6
1
,0

0
0

経
常

収
支

率
5
6
.3

7

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
基

準
期

間
の

前
々

年
度

）
　

ロ
”
÷

ハ
”
＝

ａ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
基

準
期

間
の

前
年

度
）
　

ロ
’
÷

ハ
’
＝

ｂ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
　

（
基

準
期

間
）

ロ
÷

ハ
＝

ｃ

山
陽

3
4
3
円

3
7
銭

3
9
4
円

6
9
銭

4
1
3
円

9
1
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
a+

b+
c
）
/
3
 =

 ニ

地
域

キ
ロ

当
た

り
標

準
経

常
費

用
ホ

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
ニ

と
ホ

の
い

ず
れ

か
少

な
い

額

ヘ

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
イ

÷
ハ

 =
 ト

山
陽

3
8
3
円

9
9
銭

4
0
9
円

5
3
銭

3
8
3
円

9
9
銭

2
4
2
円

6
9
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

円
　

　
　

　
銭

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
認

可
日

認
可

を
受

け
た

補
助

対
象

期
間

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

割
合

フ

改
定

率
コ

山
陽

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

補
助

対
象

期
間

の

(基
準

期
間

※
)の

損
益

状
況

補
助

対
象

期
間

の
実

車
走

行
キ

ロ
（
ハ

）
6
,0

3
4
,1

6
4
.7

基
準

期
間

の
前

年
度

の
損

益
状

況

基
準

期
間

の
前

年
度

の
実

車
走

行
キ

ロ
（
ハ

’
）

6
,3

4
4
,0

1
1
.7

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

損
益

状
況

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

実
車

走
行

キ
ロ

（
ハ

”
）

7
,7

4
9
,5

6
1
.9
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３
．

補
助

対
象

系
統

ご
と

に
要

す
る

費
用

、
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合

ﾙ
÷

ﾁ

2
3
7
2
.5

％

(6
.5

)

2
0
0
7
.5

％

(5
.5

)

3
6
5
0
.0

％

(1
0
.0

)
5
0
.7

6
5

2
3
7
2
.5

％

(6
.5

)

3
1
0
2
.5

％

(8
.5

)

2
7
3
7
.5

％

(7
.5

)

山
陽

第
１

号
1
3
2
,3

8
5
.5

 
．

ｋ
ｍ

5
0
,8

3
4
,7

0
8

円
3
6
,0

3
3
,9

1
4

円
1
6
2
,4

8
9
.6

ｋ
ｍ

2
9
,1

0
4
,3

9
6

円
1
4
1
,8

9
9
.4

ｋ
ｍ

2
9
,7

7
0
,3

6
7

円
1
4
2
,4

3
8
.1

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
２

号
1
1
8
,8

4
4
.0

 
．

ｋ
ｍ

4
5
,6

3
4
,9

0
7

円
2
4
,6

8
4
,4

9
6

円
1
1
8
,5

1
8
.4

ｋ
ｍ

2
3
,5

8
7
,3

7
5

円
1
1
8
,2

2
2
.4

ｋ
ｍ

2
6
,4

5
8
,0

6
5

円
1
1
8
,7

2
0
.0

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
３

号
2
9
7
,9

8
6
.0

 
．

ｋ
ｍ

1
1
4
,4

2
3
,6

4
4

円
1
5
,4

6
9
,3

5
7

円
7
9
,7

2
8
.2

ｋ
ｍ

1
6
,7

0
2
,6

0
7

円
9
2
,8

1
9
.5

ｋ
ｍ

6
1
,5

5
6
,8

2
3

円
3
2
4
,7

2
3
.4

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
４

号
3
6
3
,9

4
1
.5

 
．

ｋ
ｍ

1
3
9
,7

4
9
,8

9
6

円
5
1
,0

2
7
,4

4
8

円
3
9
0
,9

5
3
.2

ｋ
ｍ

5
4
,9

0
5
,4

5
5

円
3
9
0
,1

6
6
.4

ｋ
ｍ

4
8
,1

1
4
,9

3
7

円
3
9
1
,3

1
3
.8

ｋ
ｍ

円
円

円
円

山
陽

第
５

号
2
3
2
,0

6
7
.0

 
．

ｋ
ｍ

8
9
,1

1
1
,4

0
7

円
4
0
,7

6
0
,6

7
7

円
2
1
7
,8

0
7
.5

ｋ
ｍ

5
0
,3

1
6
,9

6
8

円
1
9
9
,2

8
1
.3

ｋ
ｍ

5
9
,8

1
8
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ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

収
益

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

補
助

対
象

経
費

の
限

度
額

タ
又

は
レ

の
う

ち
い

ず
れ

か
少

な
い

ほ
う

の
額

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

に
係

る
も

の

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

に
係

る
も

の

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
5
人

未
満

の
路

線

補
助

対
象

経
費

計
画

額
経

常
費

用
か

ら
経

常
収

益
を

控
除

し
た

額

損
失

額
か

ら
国

庫
補

助
額

を
控

除
し

た
額
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表
２

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

要
す

る
費

用
の

総
額

、
負

担
者

及
び

そ
の

負
担

額
（
地

域
間

幹
線

系
統

用
）

１
．

申
請

事
業

者
の

概
要

（
補

助
対

象
事

業
者

の
「
基

準
期

間
※

を
最

終
年

度
と

す
る

連
続

し
た

過
去

３
年

間
」
に

お
け

る
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

等
）

※
「
基

準
期

間
」
と

は
、

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

補
助

対
象

期
間

を
い

う
。

２
．

キ
ロ

当
た

り
補

助
対

象
経

常
費

用
及

び
経

常
収

益

３
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
状

況

事
業

者
名

ブ
ル

ー
ラ

イ
ン

交
通

株
式

会
社

令
和

7
年

度
R

8
年

度
、

R
9
年

度
に

つ
い

て
は

、
令

和
7
年

度
事

業
か

ら

乗
合

バ
ス

事
業

変
更

が
な

い
た

め
省

略

営
業

収
益

3
4
,7

1
9
 千

円
営

業
外

収
益

4
,2

1
7
 千

円
経

常
収

益
（
イ

）
3
8
,9

3
6
 千

円

営
業

費
用

2
4
2
,1

8
6
 千

円
営

業
外

費
用

1
,1

5
6
 千

円
経

常
費

用
（
ロ

）
2
4
3
,3

4
2
 千

円

営
業

損
益

△
 2

0
7
,4

6
7
 千

円
営

業
外

損
益

3
,0

6
1
 千

円
経

常
損

益
△

 2
0
4
,4

0
6
 千

円

経
常

収
支

率
1
6
.0

0
%

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

3
5
,7

3
7
 千

円
営

業
外

収
益

4
,1

8
1
 千

円
経

常
収

益
（
イ

’
）

3
9
,9

1
8
 千

円

営
業

費
用

2
4
6
,3

6
5
 千

円
営

業
外

費
用

1
,3

9
6
 千

円
経

常
費

用
（
ロ

’
）

2
4
7
,7

6
1
 千

円

営
業

損
益

△
 2

1
0
,6

2
8
 千

円
営

業
外

損
益

2
,7

8
5
 千

円
経

常
損

益
△

 2
0
7
,8

4
3
 千

円

経
常

収
支

率
1
6
.1

1
%

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

3
8
,8

8
6
 千

円
営

業
外

収
益

6
,0

6
2
 千

円
経

常
収

益
（
イ

”
）

4
4
,9

4
8
 千

円

営
業

費
用

2
4
1
,2

6
2
 千

円
営

業
外

費
用

1
,5

4
9
 千

円
経

常
費

用
（
ロ

”
）

2
4
2
,8

1
1
 千

円

営
業

損
益

△
 2

0
2
,3

7
6
 千

円
営

業
外

損
益

4
,5

1
3
 千

円
経

常
損

益
△

 1
9
7
,8

6
3
 千

円

経
常

収
支

率
1
8
.5

1
%

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
基

準
期

間
の

前
々

年
度

）
　

ロ
”
÷

ハ
”
＝

ａ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
基

準
期

間
の

前
年

度
）
　

ロ
’
÷

ハ
’
＝

ｂ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
　

（
基

準
期

間
）

ロ
÷

ハ
＝

ｃ

山
陽

2
2
4
 円

.7
9
 銭

2
3
4
 円

.9
0
 銭

2
4
1
 円

.3
9
 銭

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
補

助
対

象
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

（
a+

b+
c
）
/
3
 =

 ニ

地
域

キ
ロ

当
た

り
標

準
経

常
費

用
ホ

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
ニ

と
ホ

の
い

ず
れ

か
少

な
い

額

ヘ

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
の

差
二

－
ヘ

 =
 ケ

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
イ

÷
ハ

 =
 ト

山
陽

2
3
3
 円

.6
9
 銭

4
0
9
円

.5
3
銭

2
3
3
 円

.6
9
 銭

0
 円

.0
0
 銭

3
8
 円

.6
2
 銭

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
認

可
日

認
可

を
受

け
た

補
助

対
象

期
間

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

割
合 フ

改
定

率
コ

山
陽

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

基
準

期
間

の
　

　
　

年
度

／
３

％

補
助

対
象

期
間

の

前
々

年
度

(基
準

期
間

※
)の

損
益

状
況

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

実
車

走
行

キ
ロ

（
ハ

）
1
,0

0
8
,0

4
7
.7

 k
m

基
準

期
間

の
前

年
度

の
損

益
状

況

基
準

期
間

の
前

年
度

の
実

車
走

行
キ

ロ
（
ハ

’
）

1
,0

5
4
,7

2
2
.3

 k
m

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

損
益

状
況

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

実
車

走
行

キ
ロ

（
ハ

”
）

1
,0

8
0
,1

4
3
.5

 k
m
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４
．

補
助

対
象

系
統

ご
と

に
要

す
る

費
用

、
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合

ﾙ
÷

ﾁ

第
1
号

1

第
2
号

1

第
1
号

1

第
2
号

1

第
1
号

1
円

％

第
2
号

1
円

％

円
％

運
行

系
統

①
＝

カ
ッ

コ
内

②
①

×
②

＝
③

チ
オ

オ
÷

チ
＝

ク
リ

ヌ
ル

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

＋
ル

）
）
÷

チ
＝

ヲ

2
5
5
5
.0

 回
2
2
.1

 k
m

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

（
平

均
）

(7
.0

)
2
2
.1

 k
m

2
2
.1

 k
m

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

1
0
9
5
.0

 回
2
5
.4

 k
m

（
平

均
）

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

(3
.0

)
2
5
.4

 k
m

2
5
.4

 k
m

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

往
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ
復

　
．

　
Ｋ

ｍ
　

．
　

Ｋ
ｍ

復
　

．
　

Ｋ
ｍ

　
．

　
Ｋ

ｍ

補
助

対
象

系
統

の
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

が
あ

る
場

合
３

カ
年

平
均

基
準

期
間

の
前

々
年

度
基

準
期

間
の

前
年

度
基

準
期

間

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

）
）

÷
チ

＝
ヲ

’
ワ

ヘ
×

ワ
以

下
の

額
：
カ

ノ
'と

ノ
"
の

い
ず

れ
か

少
な

い
額

ノ

基
準

期
間

に
お

け
る

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
の

運
賃

改
定

に
よ

る
増

収
分

f×
コ

÷
(1

＋
コ

）
×

フ
＝

g

経
常

収
益

控
除

額
ケ

と
gの

い
ず

れ
か

少
な

い
額 h

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

後
の

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
ノ

'ー
h
＝

ノ
"

(d
+
e
+
f)
/
3
 =

ノ
'

経
常

収
益

ヤ
”

実
車

走
行

キ
ロ

マ
”

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
”
÷

マ
”
＝

d

経
常

収
益

ヤ
’

実
車

走
行

キ
ロ

マ
’

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
’
÷

マ
’
＝

e

経
常

収
益

ヤ

実
車

走
行

キ
ロ マ

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
÷

マ
＝

f

ノ
×

ワ
以

上
の

額
：
ヨ

1
1
2
,6

3
9
.0

 k
m

2
6
,3

2
2
,6

0
7
 円

3
8
円

.2
7
銭

　
　

　
円

　
　

銭
　

　
　

円
　

　
銭

　
　

　
円

　
　

銭
3
8
円

.2
7
銭

6
,2

2
5
,5

7
8
 円

1
5
0
,6

7
2
.0

 k
m

4
1
 円

.3
2
 銭

5
,6

1
5
,1

6
0
 円

1
4
9
,7

7
1
.6

 k
m

3
7
 円

.4
9
 銭

5
,4

2
6
,4

9
7
 円

1
5
0
,6

7
3
.4

 k
m

3
6
 円

.0
1
 銭

4
,3

1
0
,6

9
5
 円

5
5
,4

8
0
.0

 k
m

1
2
,9

6
5
,1

2
1
 円

3
8
円

.2
7
銭

　
　

　
円

　
　

銭
　

　
　

円
　

　
銭

　
　

　
円

　
　

銭
3
8
円

.2
7
銭

6
,2

2
5
,5

7
8
 円

1
5
0
,6

7
2
.0

 k
m

4
1
 円

.3
2
 銭

5
,6

1
5
,1

6
0
 円

1
4
9
,7

7
1
.6

 k
m

3
7
 円

.4
9
 銭

5
,4

2
6
,4

9
7
 円

1
5
0
,6

7
3
.4

 k
m

3
6
 円

.0
1
 銭

2
,1

2
3
,2

2
0
 円

合
計

1
6
8
,1

1
9
.0

 k
m

3
9
,2

8
7
,7

2
8
 円

1
2,

4
5
1,

1
56

 円
3
0
1
,3

4
4
.0

 k
m

1
1
,2

3
0
,3

2
0
 円

2
9
9
,5

4
3
.2

 k
m

1
0
,8

5
2
,9

9
4
 円

3
0
1
,3

4
6
.8

 k
m

6
,4

3
3
,9

1
5
 円

カ
－

ヨ
＝

タ
カ

×
9
/
2
0
＝

レ
ソ

ソ
×

ヲ
＝

ツ
ソ

×
ヲ

’
＝

ツ
’

ツ
×

み
な

し
運

行
回

数
／

①
計

画
運

行
回

数
＝

ネ
ナ

ナ
×

1
/
2
＝

ラ
ニ

×
ワ

－
ヨ

＝
ム

ム
－

ラ
＝

ウ

2
2
,0

1
1
,9

1
2
 円

1
1
,8

4
5
,1

7
3
 円

1
1
,8

4
5
,1

7
3
 円

1
1
,8

4
5
,1

7
3
 円

0
 円

0
 円

1
1
,8

4
5
 千

円
5
,9

2
2
.5

 千
円

2
2
,0

1
1
,9

1
2
 円

1
6
,0

8
9
,4

1
2
 円

1
0
,8

4
1
,9

0
1
 円

5
,8

3
4
,3

0
4
 円

5
,8

3
4
,3

0
4
 円

5
,8

3
4
,3

0
4
 円

0
 円

0
 円

5
,8

3
4
 千

円
2
,9

1
7
.0

 千
円

1
0
,8

4
1
,9

0
1
 円

7
,9

2
4
,9

0
1
 円

合
計

3
2
,8

5
3
,8

1
3
 円

1
7
,6

7
9
,4

7
7
 円

1
7
,6

7
9
,4

7
7
 円

1
7
,6

7
9
,4

7
7
 円

0
 円

0
 円

1
7
,6

7
9
 千

円
8
,8

3
9
 千

円
3
2
,8

5
3
,8

1
3
 円

2
4
,0

1
4
,3

1
3
 円

ウ
の

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

5
,9

2
2
,5

0
0
 円

3
6
.8

%
1
0
,1

6
6
,0

0
0
 円

6
3
.1

%
9
1
2
 円

0
.0

%

2
,9

1
7
,0

0
0
 円

3
6
.8

%
5
,0

0
7
,0

0
0
 円

6
3
.1

%
9
0
1
 円

0
.0

%

合
計

8
,8

3
9
,0

0
0
 円

3
6
.8

%
1
5
,1

7
3
,0

0
0
 円

6
3
.1

%
1
,8

1
3
 円

0
.0

%

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

運
行

系
統

名

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

（
　

　
）

計
画

平
均

乗
車

密
度

計
画

輸
送

量
系

統
キ

ロ
程

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
部

分
に

係
る

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
起

点
主

な
経

由
地

終
点

山
陽

第
1
号

1
豊

田
・

美
祢

線
豊

田
町

西
市

美
祢

青
嶺

高
校

来
福

台
3
6
5
 日

0
.9

6
.3

人
％

％
1
0
0
.0

0
0
%

第
2
号

1
豊

田
・

美
祢

線
豊

田
町

西
市

平
原

・
市

立
病

院
来

福
台

3
6
5
 日

1
.0

3
.0

人
％

％
1
0
0
.0

0
0
%

合
計

計
2

系
統

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

補
助

対
象

経
常

収
益

の
見

込
額

山
陽

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

補
助

対
象

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

補
助

対
象

経
費

の
限

度
額

タ
又

は
レ

の
う

ち
い

ず
れ

か
少

な
い

ほ
う

の
額

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

に
係

る
も

の

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

に
係

る
も

の

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
5
人

未
満

の
路

線

補
助

対
象

経
費

計
画

額
経

常
費

用
か

ら
経

常
収

益
を

控
除

し
た

額

損
失

額
か

ら
国

庫
補

助
額

を
控

除
し

た
額

山
陽

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

山
陽
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表
４

　
別

表
１

及
び

別
表

３
の

補
助

事
業

の
基

準
ハ

に
基

づ
き

、
協

議
会

が
「
広

域
行

政
圏

の
中

心
市

町
村

に
準

ず
る

生
活

基
盤

が
 　

　
　

整
備

さ
れ

て
い

る
」
と

認
め

た
市

町
村

の
一

覧

都
道

府
県

名
広

域
行

政
圏

名
市

町
村

名
指

定
の

理
由

山
口

県
岩

国
地

域
岩

国
市

（
旧

錦
町

）
総

合
病

院
・
高

等
学

校
等

が
あ

り
、

広
域

行
政

圏
の

中
心

市
町

村
に

準
ず

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
。

柳
井

地
域

周
防

大
島

町
（
旧

大
島

町
）

総
合

病
院

・
高

等
学

校
等

が
あ

り
、

広
域

行
政

圏
の

中
心

市
町

村
に

準
ず

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
。

柳
井

地
域

周
防

大
島

町
（
旧

橘
町

）
総

合
病

院
・
高

等
学

校
等

が
あ

り
、

広
域

行
政

圏
の

中
心

市
町

村
に

準
ず

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
。

山
口

・
防

府
地

域
山

口
市

（
旧

小
郡

町
）

総
合

病
院

・
高

等
学

校
等

が
あ

り
、

広
域

行
政

圏
の

中
心

市
町

村
に

準
ず

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
。

山
口

・
防

府
地

域
山

口
市

（
旧

阿
東

町
）

高
等

学
校

等
が

あ
り

、
広

域
行

政
圏

の
中

心
市

町
村

に
準

ず
る

も
の

と
認

め
ら

れ
る

。

宇
部

・
小

野
田

地
域

山
陽

小
野

田
市

（
旧

山
陽

町
）

高
等

学
校

等
が

あ
り

、
広

域
行

政
圏

の
中

心
市

町
村

に
準

ず
る

も
の

と
認

め
ら

れ
る

。

下
関

地
域

下
関

市
（
旧

豊
浦

町
）

総
合

病
院

等
が

あ
り

、
広

域
行

政
圏

の
中

心
市

町
村

に
準

ず
る

も
の

と
認

め
ら

れ
る

。

下
関

地
域

下
関

市
（
旧

豊
田

町
）

総
合

病
院

・
高

等
学

校
等

が
あ

り
、

広
域

行
政

圏
の

中
心

市
町

村
に

準
ず

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
。
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令
和

７
年

度
地

域
間

幹
線

系
統

に
お

け
る

生
産

性
向

上
の

取
組

一
覧

（
見

込
み

）
番 号

番
号

全
社

R
7
の

取
組

①
（
実

施
主

体
）

実
施

時
期

R
7
の

取
組

②
（
実

施
主

体
）

実
施

時
期

R
7
の

取
組

③
（
実

施
主

体
）

実
施

時
期

R
7
の

取
組

④
（
実

施
主

体
）

実
施

時
期

R
7
の

取
組

⑤
（
実

施
主

体
）

実
施

時
期

R
8
以

降
の

取
組

（
実

施
主

体
）

実
施

ｽ
ｹ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾙ

収
入

額
費

用

1
1

防
長

交
通

(株
)

柳
井

駅
前

・
徳

山
駅

前
柳

井
駅

前
快

）
光

駅
徳

山
駅

前
3
6
.1

%
2
6
,4

2
2

7
3
,1

0
0

1
.0

%

2
2

防
長

交
通

(株
)

防
府

駅
前

・
徳

山
駅

前
防

府
駅

前
新

南
陽

駅
徳

山
駅

前
5
3
.1

%
2
2
,6

6
5

4
2
,6

1
0

1
.0

%

3
3

防
長

交
通

(株
)

柳
井

駅
前

・
上

関
柳

井
駅

前
イ

オ
ン

・
平

生
上

関
5
1
.5

%
3
2
,2

1
6

6
2
,4

3
8

1
.0

%

4
4

防
長

交
通

(株
)

大
畠

駅
・
町

立
橘

医
院

前
大

畠
駅

周
防

久
賀

町
立

橘
医

院
前

4
8
.3

%
1
2
,9

8
5

2
6
,8

6
5

1
.0

%

5
5

防
長

交
通

(株
)

大
畠

駅
・
町

立
橘

医
院

前
大

畠
駅

大
島

商
船

・
大

島
庁

舎
前

・
沖

浦
町

立
橘

医
院

前
4
4
.1

%
2
2
,5

3
7

5
1
,0

3
8

1
.0

%

6
6

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
下

松
駅

北
口

徳
山

駅
前

中
央

線
下

松
駅

北
口

8
9
.5

%
3
2
,4

4
3

3
6
,2

2
2

1
.0

%

7
7

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
下

松
駅

北
口

徳
山

駅
前

バ
イ

パ
ス

下
松

駅
北

口
9
3
.5

%
2
6
,4

1
8

2
8
,2

3
2

1
.0

%

8
8

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
下

松
駅

北
口

徳
山

駅
前

高
尾

団
地

・
久

米
温

泉
口

下
松

駅
北

口
8
9
.3

%
2
1
,6

1
2

2
4
,1

9
9

1
.0

%

9
9

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
ゆ

め
プ

ラ
ザ

熊
毛

徳
山

駅
前

バ
イ

パ
ス

・
記

念
病

院
・
夢

ヶ
丘

団
地

ゆ
め

プ
ラ

ザ
熊

毛
5
4
.3

%
2
0
,2

3
9

3
7
,2

1
6

1
.0

%

1
0

1
0

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
コ

ア
プ

ラ
ザ

か
の

徳
山

駅
前

新
南

陽
駅

・
夢

求
の

里
コ

ア
プ

ラ
ザ

か
の

4
5
.4

%
2
9
,2

0
4

6
4
,2

0
9

1
.0

%

1
1

1
1

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
柚

木
河

内
徳

山
駅

前
新

南
陽

駅
・
ソ

レ
ー

ネ
・
湯

野
柚

木
河

内
6
4
.4

%
2
7
,8

3
0

4
3
,1

8
1

1
.0

%

1
2

1
2

防
長

交
通

(株
)

堀
・
防

府
駅

前
堀

中
山

防
府

駅
前

5
4
.5

%
2
4
,1

2
2

4
4
,2

5
5

1
.0

%

1
3

1
3

防
長

交
通

(株
)

堀
・
防

府
駅

前
堀

和
字

防
府

駅
前

4
5
.6

%
9
,4

7
3

2
0
,7

6
2

1
.0

%

1
4

1
4

防
長

交
通

(株
)

県
庁

前
・
新

山
口

駅
県

庁
前

西
京

橋
新

山
口

駅
8
2
.6

%
3
3
,6

7
4

4
0
,7

6
7

1
.0

%

1
5

1
5

防
長

交
通

(株
)

ス
ポ

ー
ツ

の
森

前
・
新

山
口

駅
ス

ポ
ー

ツ
の

森
前

西
京

橋
新

山
口

駅
7
3
.0

%
1
1
,0

0
3

1
5
,0

6
6

1
.0

%

1
6

1
6

防
長

交
通

(株
)

宮
野

温
泉

・
新

山
口

駅
宮

野
温

泉
西

京
橋

新
山

口
駅

8
1
.1

%
1
2
,0

3
1

1
4
,8

1
8

1
.0

%

1
7

1
7

防
長

交
通

(株
)

新
山

口
駅

・
道

の
駅

仁
保

の
郷

新
山

口
駅

県
庁

・
西

京
橋

・
宮

野
温

泉
道

の
駅

仁
保

の
郷

8
5
.9

%
2
1
,2

0
8

2
4
,6

7
5

1
.0

%

1
8

1
8

防
長

交
通

(株
)

県
庁

前
・
秋

穂
荘

県
庁

前
西

京
橋

・
新

山
口

駅
・
長

浜
秋

穂
荘

6
8
.8

%
3
4
,5

8
3

5
0
,2

2
4

1
.0

%

1
9

1
9

防
長

交
通

(株
)

県
庁

前
・
新

山
口

駅
県

庁
前

西
京

橋
・
ﾘ
ﾊ

ﾋ
ﾞﾘ

・
権

現
堂

橋
・
山

手
新

山
口

駅
6
1
.2

%
1
8
,7

1
3

3
0
,5

5
6

1
.0

%

2
0

2
0

防
長

交
通

(株
)

新
山

口
駅

・
東

萩
駅

前
新

山
口

駅
大

田
東

萩
駅

前
4
6
.2

%
4
1
,6

7
8

9
0
,1

0
1

1
.0

%

2
1

2
1

防
長

交
通

(株
)

新
山

口
駅

・
秋

芳
洞

新
山

口
駅

十
文

字
秋

芳
洞

3
2
.1

%
1
2
,1

3
4

3
7
,7

5
9

1
.0

%

2
2

2
2

防
長

交
通

(株
)

萩
商

工
高

校
前

・
奈

古
駅

前
萩

商
工

高
校

前
萩

セ
ン

タ
ー

・
東

萩
駅

・
越

ヶ
浜

奈
古

駅
前

4
3
.9

%
1
5
,0

6
2

3
4
,2

9
4

1
.0

%

2
3

1
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
北

浦
線

下
関

駅
唐

戸
川

棚
温

泉
系

統
再

編
5
0
.4

%
2
9
,7

7
0

5
8
,9

5
6

1
.0

%

2
4

2
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
北

浦
線

下
関

駅
豊

洋
台

三
丁

目
川

棚
温

泉
系

統
再

編
5
3
.8

%
2
6
,4

5
8

4
9
,1

3
9

1
.0

%

2
5

3
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
山

陽
国

道
線

下
関

駅
小

月
駅

・
小

野
田

駅
お

の
だ

サ
ン

パ
ー

ク
系

統
再

編
4
5
.7

%
6
1
,5

5
6

1
3
4
,4

0
6

1
.0

%

2
6

4
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
仙

崎
線

（
準

）
下

関
駅

小
月

駅
大

泊
系

統
再

編
2
9
.7

%
4
8
,1

1
5

1
6
1
,9

6
8

1
.0

%

2
7

5
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
下

関
・
豊

田
線

下
関

駅
下

大
野

豊
田

町
西

市
系

統
再

編
5
9
.6

%
5
9
,8

1
8

1
0
0
,3

4
1

1
.0

%

2
8

6
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
美

祢
線

下
関

駅
小

月
駅

美
祢

駅
系

統
再

編
4
5
.2

%
4
4
,8

3
0

9
9
,1

6
3

1
.0

%

3
1

1
船

木
鉄

道
(株

)
本

山
線

船
木

山
陽

小
野

田
市

民
病

院
・
中

川
通

・
労

災
病

院
・
サ

ン
パ

ー
ク

・
刈

屋
本

山
岬

山
陽

小
野

田
市

の
地

域
公

共
交

通
計

画
に

の
っ

と
っ

た
運

行
3
1
.4

%
1
3
,7

2
5

4
3
,6

8
8

1
.0

%

3
2

2
船

木
鉄

道
(株

)
厚

狭
線

厚
狭

駅
山

陽
小

野
田

市
民

病
院

・
中

川
通

・
労

災
病

院
・
サ

ン
パ

ー
ク

宇
部

中
央

宇
部

市
地

域
公

共
交

通
計

画
に

よ
る

等
間

隔
運

行
の

実
施

4
8
.2

%
2
1
,8

9
9

4
5
,3

6
5

1
.0

%

3
3

3
船

木
鉄

道
(株

)
宇

部
線

船
木

宇
部

駅
宇

部
市

役
所

宇
部

市
地

域
公

共
交

通
計

画
に

よ
る

等
間

隔
運

行
の

実
施

4
0
.2

%
1
7
,4

8
7

4
3
,4

7
3

1
.0

%

3
4

1
宇

部
市

交
通

局
新

山
口

線
（
特

急
）

宇
部

新
川

駅
特

急
）
山

口
宇

部
道

路
新

山
口

駅
5
6
.0

%
2
8
,7

4
8

5
1
,3

3
4

1
.0

%

3
5

2
宇

部
市

交
通

局
新

山
口

線
宇

部
新

川
駅

東
岐

波
商

業
団

地
前

・
サ

ン
パ

ー
ク

あ
じ

す
新

山
口

駅
7
7
.8

%
6
4
,6

3
3

8
3
,0

6
2

1
.0

%

3
6

3
宇

部
市

交
通

局
阿

知
須

線
宇

部
新

川
駅

今
村

サ
ン

パ
ー

ク
あ

じ
す

8
2
.4

%
1
7
,7

1
1

2
1
,4

8
7

1
.0

%

3
7

4
宇

部
市

交
通

局
阿

知
須

線
宇

部
新

川
駅

山
口

宇
部

医
療

セ
ン

タ
ー

・
ミ

ス
タ

ー
マ

ッ
ク

ス
宇

部
店

サ
ン

パ
ー

ク
あ

じ
す

6
3
.7

%
2
9
,7

7
2

4
6
,7

2
7

1
.0

%

3
8

5
宇

部
市

交
通

局
小

野
田

線
小

野
田

営
業

所
大

学
病

院
前

常
盤

町
二

丁
目

4
9
.1

%
1
4
,4

3
1

2
9
,3

8
8

1
.0

%

3
9

6
宇

部
市

交
通

局
西

ヶ
丘

日
赤

線
西

ヶ
丘

入
口

ゆ
め

タ
ウ

ン
宇

部
日

赤
前

4
8
.5

%
9
,4

3
0

1
9
,4

2
4

1
.0

%

2
9

1
石

見
交

通
(株

)
広

益
石

見
交

通
本

社
前

（
高

津
川

号
）

広
島

新
幹

線
口

6
8
.1

%
1
0
0
,5

6
9

1
4
7
,4

7
5

1
.0

%

3
0

2
石

見
交

通
(株

)
小

浜
江

崎
医

光
寺

前
日

赤
・
温

泉
江

崎
港

(須
佐

駅
前

)
5
2
.1

%
1
5
,0

7
2

2
8
,8

8
0

1
.0

%

4
0

1
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

7
4
)

山
口

駅
昭

和
町

・
ゆ

め
タ

ウ
ン

山
口

防
府

駅
4
3
.8

%
1
1
,5

3
8

2
6
,3

4
1

1
.3

%

中
国

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

(株
)

防
長

線
（
D

7
7
)

防
府

駅
ゆ

め
タ

ウ
ン

山
口

・
県

庁
・
湯

田
温

泉
通

中
尾

口
4
2
.4

%
2
0
,4

0
8

4
8
,0

2
6

1
.4

%

4
1

2
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

1
0
9
)

防
府

駅
ゆ

め
タ

ウ
ン

山
口

・
県

庁
・
湯

田
温

泉
通

山
口

大
学

5
4
.7

%
9
3
,7

6
1

1
7
1
,2

1
9

1
.8

%

4
2

3
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

1
2
7
)

山
口

駅
県

庁
・
野

田
・
明

倫
セ

ン
タ

ー
東

萩
駅

2
4
.6

%
3
6
,8

1
7

1
4
9
,6

1
8

1
.2

%

4
0

1
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
(株

)
豊

田
・
美

祢
線

豊
田

町
西

市
美

祢
青

嶺
高

校
来

福
台

1
4
.9

%
3
,6

3
5

2
4
,3

6
9

1
.0

%

4
2

2
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
(株

)
豊

田
・
美

祢
線

豊
田

町
西

市
平

原
・
市

立
病

院
来

福
台

1
4
.9

%
1
,7

9
1

1
2
,0

0
3

1
.0

%

別
添

１
－

１
生

産
性

向
上

の
取

組
R

5
収

支
率

内
訳

（
千

円
）

バ
ス

事
業

者
名

路
線

名
起

点
経

由
地

終
点

収
支

率
(R

6
現

状
)

収
支

改
善

目
標

率
(R

7
計

画
)

全
国

相
互

利
用

可
能

な
ＩＣ

カ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
の

利
用

促
進

、
周

知
徹

底
通

年

標
準

的
な

バ
ス

情
報

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

に
よ

る
情

報
提

供
お

よ
び

周
知

の
徹

底

通
年

R
5
.1

0
～

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
シ

ス
テ

ム
、

デ
ジ

タ
ル

定
期

券
シ

ス
テ

ム
の

導
入

R
7
.4

～

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
利

用
促

進
策

の
実

施
（
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

の
追

加
導

入
）

（
宇

部
市

交
通

局
）

R
6
.1

0
～

　
　

R
7
.9

宇
部

市
地

域
公

共
交

通
計

画
に

よ
る

等
間

隔
運

行
の

実
施

（
宇

部
市

交
通

局
、

宇
部

市
）

R
6
.1

0
～

　
　

R
7
.9

ＩＣ
カ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
利

用
促

進
策

の
実

施
（
宇

部
市

交
通

局
）

R
6
.1

0
～

　
　

R
7
.9

Ｊ
Ａ

Ｌ
及

び
Ａ

Ｎ
Ａ

の
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
チ

ケ
ッ

ト
の

販
売

（
宇

部
市

交
通

局
、

山
口

県
）

R
6
.1

0
～

　
　

R
7
.9

体
験

乗
車

会
等

に
よ

る
利

用
促

進
（
石

見
交

通
・
行

政
）

通
年

IC
カ

ー
ド

の
利

用
促

進
（
石

見
交

通
・
行

政
）

通
年

IC
カ

ー
ド

導
入

に
よ

る
利

用
促

進
通

年
学

期
休

み
中

の
子

ど
も

5
0
円

バ
ス

の
実

施
通

年
デ

ジ
タ

ル
チ

ケ
ッ

ト
の

発
売

通
年

利
便

性
を

向
上

さ
せ

た
路

線
再

編
の

周
知

、
Ｐ

Ｒ
（
車

内
広

告
、

学
校

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
）

R
6
.1

0
～

こ
ど

も
5
0
円

バ
ス

の
実

施 （
冬

休
み

、
春

休
み

、
夏

休
み

）

R
6
.1

0
～

フ
リ

ー
定

期
券

の
周

知
、

Ｐ
Ｒ

（
ス

マ
ホ

定
期

券
の

導
入

）

R
6
.1

0
～

適
切

な
ダ

イ
ヤ

、
運

行
ル

ー
ト

の
検

討
（
乗

降
調

査
の

デ
ー

タ
等

か
ら

分
析

、
検

討
）

R
6
.1

0
～

冬
・
春

・
夏

の
長

期
休

み
の

期
間

中
の

子
供

5
0
円

バ
ス

の
実

施
通

年
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

利
用

促
進

・
周

知
徹

底
通

年

全
国

相
互

利
用

可
能

な
IC

カ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
の

利
用

促
進

・
周

知
徹

底

通
年
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令
和

７
年

度
地

域
間

幹
線

系
統

に
お

け
る

生
産

性
向

上
の

取
組

検
討

結
果

一
覧

【
別

添
１

－
２

】
番 号

番 号

全
社

1
1

防
長

交
通

(株
)

柳
井

駅
前

・
徳

山
駅

前
柳

井
駅

前
快

）
光

駅
徳

山
駅

前

2
2

防
長

交
通

(株
)

防
府

駅
前

・
徳

山
駅

前
防

府
駅

前
新

南
陽

駅
徳

山
駅

前

3
3

防
長

交
通

(株
)

柳
井

駅
前

・
上

関
柳

井
駅

前
イ

オ
ン

・
平

生
上

関

4
4

防
長

交
通

(株
)

大
畠

駅
・
町

立
橘

医
院

前
大

畠
駅

周
防

久
賀

町
立

橘
医

院
前

5
5

防
長

交
通

(株
)

大
畠

駅
・
町

立
橘

医
院

前
大

畠
駅

大
島

商
船

・
大

島
庁

舎
前

・
沖

浦
町

立
橘

医
院

前

6
6

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
下

松
駅

北
口

徳
山

駅
前

中
央

線
下

松
駅

北
口

7
7

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
下

松
駅

北
口

徳
山

駅
前

バ
イ

パ
ス

下
松

駅
北

口

8
8

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
下

松
駅

北
口

徳
山

駅
前

高
尾

団
地

・
久

米
温

泉
口

下
松

駅
北

口

9
9

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
ゆ

め
プ

ラ
ザ

熊
毛

徳
山

駅
前

バ
イ

パ
ス

・
記

念
病

院
・
夢

ヶ
丘

団
地

ゆ
め

プ
ラ

ザ
熊

毛

1
0

1
0

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
コ

ア
プ

ラ
ザ

か
の

徳
山

駅
前

新
南

陽
駅

・
夢

求
の

里
コ

ア
プ

ラ
ザ

か
の

1
1

1
1

防
長

交
通

(株
)

徳
山

駅
前

・
柚

木
河

内
徳

山
駅

前
新

南
陽

駅
・
ソ

レ
ー

ネ
・
湯

野
柚

木
河

内

1
2

1
2

防
長

交
通

(株
)

堀
・
防

府
駅

前
堀

中
山

防
府

駅
前

1
3

1
3

防
長

交
通

(株
)

堀
・
防

府
駅

前
堀

和
字

防
府

駅
前

1
4

1
4

防
長

交
通

(株
)

県
庁

前
・
新

山
口

駅
県

庁
前

西
京

橋
新

山
口

駅

1
5

1
5

防
長

交
通

(株
)

ス
ポ

ー
ツ

の
森

前
・
新

山
口

駅
ス

ポ
ー

ツ
の

森
前

西
京

橋
新

山
口

駅

1
6

1
6

防
長

交
通

(株
)

宮
野

温
泉

・
新

山
口

駅
宮

野
温

泉
西

京
橋

新
山

口
駅

1
7

1
7

防
長

交
通

(株
)

道
の

駅
仁

保
の

郷
・
新

山
口

駅
道

の
駅

仁
保

の
郷

宮
野

温
泉

・
西

京
橋

・
県

庁
新

山
口

駅

1
8

1
8

防
長

交
通

(株
)

県
庁

前
・
秋

穂
荘

県
庁

前
西

京
橋

・
新

山
口

駅
・
長

浜
秋

穂
荘

1
9

1
9

防
長

交
通

(株
)

県
庁

前
・
新

山
口

駅
県

庁
前

西
京

橋
・
ﾘ
ﾊ

ﾋ
ﾞﾘ

・
権

現
堂

橋
・
山

手
新

山
口

駅

2
0

2
0

防
長

交
通

(株
)

新
山

口
駅

・
東

萩
駅

前
新

山
口

駅
大

田
東

萩
駅

前

2
1

2
1

防
長

交
通

(株
)

新
山

口
駅

・
秋

芳
洞

新
山

口
駅

十
文

字
秋

芳
洞

2
2

2
2

防
長

交
通

(株
)

萩
商

工
高

校
前

・
奈

古
駅

前
萩

商
工

高
校

前
萩

セ
ン

タ
ー

・
東

萩
駅

・
越

ヶ
浜

奈
古

駅
前

2
3

1
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
北

浦
線

下
関

駅
唐

戸
川

棚
温

泉
系

統
再

編

2
4

2
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
北

浦
線

下
関

駅
豊

洋
台

三
丁

目
川

棚
温

泉
系

統
再

編

2
5

3
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
山

陽
国

道
線

下
関

駅
小

月
駅

・
小

野
田

駅
お

の
だ

サ
ン

パ
ー

ク
系

統
再

編

2
6

4
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
仙

崎
線

（
準

）
下

関
駅

小
月

駅
大

泊
系

統
再

編

2
7

5
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
下

関
・
豊

田
線

下
関

駅
下

大
野

豊
田

町
西

市
系

統
再

編

2
8

6
サ

ン
デ

ン
交

通
(株

)
美

祢
線

下
関

駅
小

月
駅

美
祢

駅
系

統
再

編

2
9

1
船

木
鉄

道
(株

)
本

山
線

船
木

山
陽

小
野

田
市

民
病

院
・
中

川
通

・労
災

病
院

・
サ

ン
パ

ー
ク

本
山

岬

3
0

2
船

木
鉄

道
(株

)
厚

狭
線

厚
狭

駅
山

陽
小

野
田

市
民

病
院

・
中

川
通

・労
災

病
院

・
サ

ン
パ

ー
ク

宇
部

中
央

3
1

3
船

木
鉄

道
(株

)
宇

部
線

船
木

宇
部

駅
宇

部
市

役
所

3
2

1
宇

部
市

交
通

局
新

山
口

線
（
特

急
）

宇
部

新
川

駅
特

急
）
山

口
宇

部
道

路
新

山
口

駅

3
3

2
宇

部
市

交
通

局
新

山
口

線
宇

部
新

川
駅

東
岐

波
商

業
団

地
前

・サ
ン

パ
ー

ク
あ

じ
す

新
山

口
駅

3
4

3
宇

部
市

交
通

局
阿

知
須

線
宇

部
新

川
駅

今
村

サ
ン

パ
ー

ク
あ

じ
す

3
5

4
宇

部
市

交
通

局
阿

知
須

線
宇

部
新

川
駅

山
口

宇
部

医
療

セ
ン

タ
ー

・
ミ

ス
タ

ー
マ

ッ
ク

ス
宇

部
店

サ
ン

パ
ー

ク
あ

じ
す

3
6

5
宇

部
市

交
通

局
小

野
田

線
小

野
田

営
業

所
大

学
病

院
前

常
盤

町
二

丁
目

3
7

6
宇

部
市

交
通

局
西

ヶ
丘

日
赤

線
西

ヶ
丘

入
口

ゆ
め

タ
ウ

ン
宇

部
日

赤
前

3
8

1
石

見
交

通
(株

)
広

益
石

見
交

通
本

社
前

（
高

津
川

号
）

広
島

新
幹

線
口

実
施

済
み

新
た

な
需

要
に

つ
い

て
引

き
続

き
調

査
実

施
済

み

3
9

2
石

見
交

通
(株

)
小

浜
江

崎
医

光
寺

前
日

赤
・
温

泉
江

崎
港

(須
佐

駅
前

)
可

能
性

に
つ

い
て

引
き

続
き

調
査

実
施

済
み

4
0

1
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

7
4
)

山
口

駅
昭

和
町

・
ゆ

め
タ

ウ
ン

山
口

防
府

駅

4
1

2
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

7
7
)

防
府

駅
ゆ

め
タ

ウ
ン

山
口

・
県

庁
・
湯

田
温

泉
通

中
尾

口

4
2

3
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

1
0
9
)

防
府

駅
ゆ

め
タ

ウ
ン

山
口

・
県

庁
・
湯

田
温

泉
通

山
口

大
学

4
3

4
中

国
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
バ

ス
(株

)
防

長
線

（
D

1
2
7
)

山
口

駅
県

庁
・
野

田
・
明

倫
セ

ン
タ

ー
東

萩
駅

4
4

1
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
(株

)
豊

田
・
美

祢
線

豊
田

町
西

市
美

祢
青

嶺
高

校
来

福
台

4
5

2
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
(株

)
豊

田
・
美

祢
線

豊
田

町
西

市
平

原
・
市

立
病

院
来

福
台

バ
ス

事
業

者
名

路
線

名
起

点
経

由
地

終
点

①
貨

客
混

載
の

取
組

②
バ

ス
路

線
の

再
編

③
路

線
バ

ス
へ

の
混

乗
化

④
生

活
利

用
と

観
光

利
用

の
混

乗
⑤

補
助

要
件

下
限

に
近

い
系

統
の

見
直

し
⑥

回
数

券
購

入
等

を
行

っ
て

い
る

系
統

の
見

直
し

貸
出

図
書

返
却

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
「
宇

部
市

地
域

公
共

交
通

計
画

」
に

基
づ

き
実

施
す

る
。

Ｊ
Ａ

Ｌ
及

び
Ａ

Ｎ
Ａ

の
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
チ

ケ
ッ

ト
の

販
売

貨
物

会
社

と
協

議
を

行
っ

た
が

、
県

内
の

集
荷

は
午

前
・
午

後
の

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
て

い
る

状
況

で
あ

る
た

め
、

現
段

階
で

実
施

し
て

も
メ

リ
ッ

ト
は

薄
い

と
の

こ
と

か
ら

実
施

は
見

送
ら

れ
た

。

貨
物

会
社

と
引

き
続

き
協

議
・
検

討
を

行
う

。

貨
物

会
社

と
引

き
続

き
協

議
・
検

討
を

行
う

。

ス
ク

ー
ル

バ
ス

等
の

運
行

を
所

管
す

る
関

係
機

関
・
団

体
と

の
協

議
・
調

整
や

運
行

日
数

・
ダ

イ
ヤ

調
整

に
多

大
な

時
間

が
必

要
な

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
今

後
の

検
討

課
題

と
さ

れ
、

実
施

は
見

送
ら

れ
た

。

外
国

人
旅

行
者

向
け

フ
リ

ー
パ

ス
「
や

ま
ぐ

ち
バ

ス
パ

ス
」

の
販

売
促

進
や

「
路

線
バ

ス
で

行
く
！

や
ま

ぐ
ち

観
光

ガ
イ

ド
」
の

更
な

る
活

用
・
配

布

特
定

の
時

間
帯

や
区

間
に

お
い

て
、

一
定

規
模

以
上

の
利

用
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
バ

ス
と

し
て

の
運

行
が

合
理

的
で

あ
る

一
方

で
、

利
用

者
の

少
な

い
時

間
帯

や
区

間
の

見
直

し
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
協

議
し

て
い

く
こ

と
と

さ
れ

た
。

該
当

な
し

外
国

人
旅

行
者

向
け

フ
リ

ー
パ

ス
「
や

ま
ぐ

ち
バ

ス
パ

ス
」

の
販

売
促

進
や

「
路

線
バ

ス
で

行
く
！

や
ま

ぐ
ち

観
光

ガ
イ

ド
」
の

更
な

る
活

用
・
配

布
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表
６

　
車

両
の

取
得

計
画

の
概

要
令

和
7
年

度

都
道

府
県

（
市

区
町

村
）

補
助

対
象

事
業

者
名

補
助

対
象

車
両

数
車

両
減

価
償

却
費

等
に

要
す

る
国

庫
補

助
額

（
千

円
）

山
口

県
防

長
交

通
株

式
会

社
2
8
 両

 
4
3
,6

7
2
 千

円
 

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

1
0
 両

 
1
5
,0

0
0
 千

円
 

船
木

鉄
道

株
式

会
社

4
 両

 
6
,4

4
6
 千

円
 

宇
部

市
交

通
局

1
1
 両

 
1
6
,7

3
6
 千

円
 

中
国

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

株
式

会
社

4
 両

 
6
,1

9
8
 千

円
 

計
5
7
 両

 
8
8
,0

5
2
 千

円
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表
６

　
車

両
の

取
得

計
画

の
概

要
令

和
8
年

度

都
道

府
県

（
市

区
町

村
）

補
助

対
象

事
業

者
名

補
助

対
象

車
両

数
車

両
減

価
償

却
費

等
に

要
す

る
国

庫
補

助
額

（
千

円
）

山
口

県
防

長
交

通
株

式
会

社
3
4
 両

 
4
8
,9

8
0
 千

円
 

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

1
0
 両

 
1
5
,0

0
0
 千

円
 

船
木

鉄
道

株
式

会
社

5
 両

 
7
,9

7
4
 千

円
 

宇
部

市
交

通
局

1
2
 両

 
1
6
,2

5
9
 千

円
 

中
国

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

株
式

会
社

4
 両

 
6
,1

9
8
 千

円
 

計
6
5
 両

 
9
4
,4

1
1
 千

円
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表
６

　
車

両
の

取
得

計
画

の
概

要
令

和
9
年

度

都
道

府
県

（
市

区
町

村
）

補
助

対
象

事
業

者
名

補
助

対
象

車
両

数
車

両
減

価
償

却
費

等
に

要
す

る
国

庫
補

助
額

（
千

円
）

山
口

県
防

長
交

通
株

式
会

社
3
5
 両

 
4
9
,1

6
2
 千

円
 

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

1
0
 両

 
1
5
,0

0
0
 千

円
 

船
木

鉄
道

株
式

会
社

5
 両

 
7
,9

8
0
 千

円
 

宇
部

市
交

通
局

1
2
 両

 
1
5
,7

2
1
 千

円
 

中
国

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

株
式

会
社

4
 両

 
4
,1

9
8
 千

円
 

計
6
6
 両

 
9
2
,0

6
1
 千

円
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表
７

　
車

両
の

取
得

を
行

う
事

業
者

１
．

車
両

取
得

の
概

要

初
年

度
（
令

和
7

年
度

）

【
購

入
車

両
減

価
償

却
費

】
○

事
業

者
の

減
価

償
却

方
法

（
定

率
法

o
r定

額
法

）

【
車

両
購

入
金

融
費

用
】

○
事

業
者

の
返

済
方

法
（
元

利
均

等
o
r元

金
均

等
）

【
所

要
経

費
】

【
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合
 】

R
7
-
1

2
,2

5
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

2
,3

3
2
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

R
7
-
2

2
,2

5
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

2
,3

3
2
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

4
,5

0
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

4
,6

6
4
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

事
業

者
名

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

実
費

購
入

予
定

費
（
円

）
＊

消
費

税
を

除
く

ｲ
ﾛ

ﾊ
ｲ
＋

ﾛ
＋

ﾊ
＝

ﾆ
ﾆ
-
1
円

=
ﾎ

ﾍ
ﾁ

ﾄ＋
ﾁ
＝

ﾇ
ﾙ

ｦ
ﾜ

ｶ
×

1
/
2
=
ﾖ

ﾍ
-
ｶ
=
ﾀ

ﾍ
の

額
以

内
ﾚ

ｿ
ﾂ

ﾂ
×

1
/
2
=
ﾈ

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

ｶ
＋

ﾂ
ﾖ
＋

ﾈ
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合

6
8
3
2
0
0
0

6
8
3
2
0
0
0

合
計

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
確

保
維

持
路

線
名

称
又

は
区

間
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
申

請
番

号
車

両
の

種
別

乗
車

定
員

（
人

）
車

両
の

長
さ

(m
)

購
入

等
予

定
年

月
購

入
等

の
種

別
（
現

金
、

割
賦

、
リ

ー
ス

）

山
　

陽
R

7
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

美
祢

駅
6

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

型
ス

ロ
ー

プ
付

き
車

両
（
標

準
仕

様
）

6
9

1
0
.7

0
R

7
.

1
現

金

山
　

陽
R

7
-
2

下
関

駅
～

下
大

野
～

豊
田

町
西

市
5

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

型
ス

ロ
ー

プ
付

き
車

両
（
標

準
仕

様
）

6
9

1
0
.7

0
R

7
.

1
現

金

定
率

法

申
請

番
号

実
費

購
入

予
定

費
合

計
額

か
ら

備
忘

価
格

を
控

除
し

た
額

（
円

）

ﾎ
と

限
度

額
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）

普
通

償
却

限
度

額
特

別
償

却
額

（
円

）
償

却
限

度
額

（
円

）
事

業
者

償
却

額
（
円

）
ﾇ
と

ﾙ
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）
償

却
期

間
（
月

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

＊
残

存
価

格
（
円

）
車

両
価

格
附

属
品

価
格

改
造

費
合

計
（
定

率
法

）
  

  
  

  
  

 
  

ﾍ
×

 (
0
.5

o
r0

.4
)＝

ﾄ
（
定

額
法

）
ﾍ

×
0
.2

＝
ﾄ

ｦ
×

ﾜ
÷

１
２

（
月

）
=
ｶ

R
7
-
1

2
1
,3

9
6
,1

3
0

2
,2

8
3
,8

7
0

2
3
,6

8
0
,0

0
0

2
3
,6

7
9
,9

9
9

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

0
6
,0

0
0
,0

0
0

9
,6

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

9
4
,5

0
0
,0

0
0

円
2
,2

5
0
.0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

R
7
-
2

2
1
,3

9
6
,1

3
0

2
,2

8
3
,8

7
0

2
3
,6

8
0
,0

0
0

2
3
,6

7
9
,9

9
9

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

0
6
,0

0
0
,0

0
0

9
,6

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

9
4
,5

0
0
,0

0
0

円
2
,2

5
0
.0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

計
4
2
,7

9
2
,2

6
0

4
,5

6
7
,7

4
0

4
7
,3

6
0
,0

0
0

4
7
,3

5
9
,9

9
8

3
0
,0

0
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0
,0

0
0

0
1
2
,0

0
0
,0

0
0

1
9
,2

0
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0
,0

0
0

9
,0

0
0

千
円

4
,5

0
0

2
1
,0

0
0
,0

0
0

申
請

番
号

金
融

費
用

補
助

対
象

額
（
円

）
償

還
期

間
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
月

）

借
入

利
率

（
％

）
年

利
　

　
ﾚ
と

2
.5

％
の

う
ち

低
い

方
の

率
（
％

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

円 円

計
千

円

補
助

対
象

経
費

（
千

円
）

国
庫

補
助

金
内

定
申

請
額

（
千

円
）

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

9
,0

0
0

4
,5

0
0

山
陽
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２
年

目
以

降
（
令

和
7

年
度

）

【
購

入
車

両
減

価
償

却
費

】
○

事
業

者
の

減
価

償
却

方
法

（
定

率
法

o
r定

額
法

）
※

法
令

で
認

め
ら

れ
た

場
合

を
除

き
、

年
度

間
で

の
変

更
不

可

当
該

年
度

初
年

度

初
年

度
ﾍ

の
額

＝
ﾅ

ｳ
ﾑ

＋
ｳ

＝
ﾉ

ｵ
ｸ

ﾔ
ﾏ
×

1
/
2
=
ｹ

ﾗ
-
ﾏ
=
ﾌ

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
確

保
維

持
路

線
名

称
又

は
区

間
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
申

請
番

号

山
　

陽
R

3
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
・
小

野
田

駅
～

お
の

だ
サ

ン
パ

ー
ク

3
4

山
　

陽
R

3
-
2

下
関

駅
～

唐
戸

～
川

棚
温

泉
1

1

山
　

陽
R

4
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

美
祢

駅
6

6

山
　

陽
R

4
-
2

下
関

駅
～

下
大

野
～

豊
田

町
西

市
5

5

山
　

陽
R

5
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

大
泊

4
4

山
　

陽
R

5
-
2

下
関

駅
～

小
月

駅
・
小

野
田

駅
～

お
の

だ
サ

ン
パ

ー
ク

3
3

山
　

陽
R

6
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

大
泊

4
4

山
　

陽
R

6
-
2

下
関

駅
～

豊
洋

台
３

丁
目

～
川

棚
温

泉
2

2

定
率

法

申
請

番
号

補
助

対
象

限
度

額
（
円

）
残

存
価

額
（
円

）
普

通
償

却
限

度
額

特
別

償
却

額
（
円

）
償

却
限

度
額

（
円

）
事

業
者

償
却

額
（
円

）
ﾉ
と

ｵ
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）
償

却
期

間
（
月

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

＊
残

存
価

格
（
円

）
前

年
度

ﾌ
（
2
年

目
の

み
ﾀ
）
の

額
＝

ﾗ

（
定

率
法

）
  

  
  

  
  

 
  

ﾗ
×

 (
0
.5

o
r0

.4
)＝

ム
（
定

額
法

）
ﾅ

×
0
.2

＝
ム

ｸ
×

ﾔ
÷

１
２

（
月

）
=
ﾏ

（
最

終
年

度
）
ｸ
＝

ﾏ

R
3
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,8

4
5
,0

7
9

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

0

R
3
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,8

4
5
,0

7
9

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

0

R
4
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

8
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,6

8
1
,2

8
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

1
,8

9
0
,0

0
0

R
4
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

8
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,6

8
1
,2

8
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

1
,8

9
0
,0

0
0

R
5
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,3

0
0
,0

0
0

2
,5

2
0
,0

0
0

0
2
,5

2
0
,0

0
0

3
,7

6
0
,6

8
0

2
,5

2
0
,0

0
0

1
2

2
,5

2
0
,0

0
0

円
1
,2

6
0
.0

3
,7

8
0
,0

0
0

R
5
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,3

0
0
,0

0
0

2
,5

2
0
,0

0
0

0
2
,5

2
0
,0

0
0

3
,7

6
0
,6

8
0

2
,5

2
0
,0

0
0

1
2

2
,5

2
0
,0

0
0

円
1
,2

6
0
.0

3
,7

8
0
,0

0
0

R
6
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

0
4
,2

0
0
,0

0
0

6
,7

2
0
,0

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

1
2

4
,2

0
0
,0

0
0

円
2
,1

0
0
.0

6
,3

0
0
,0

0
0

R
6
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

0
4
,2

0
0
,0

0
0

6
,7

2
0
,0

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

1
2

4
,2

0
0
,0

0
0

円
2
,1

0
0
.0

6
,3

0
0
,0

0
0

計
1
2
0
,0

0
0
,0

0
0

4
4
,9

4
0
,0

0
0

2
1
,0

0
0
,0

0
0

0
2
1
,0

0
0
,0

0
0

3
2
,0

1
4
,0

7
8

2
1
,0

0
0
,0

0
0

2
1
,0

0
0

千
円

1
0
,5

0
0

2
3
,9

4
0
,0

0
0
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【
車

両
購

入
金

融
費

用
】

○
事

業
者

の
返

済
方

法
（
元

利
均

等
o
r元

金
均

等
）

【
所

要
経

費
】

【
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合
 】

R
3
-
1

9
4
5
,0

0
0

円
4
9
.7

3
％

円
％

円
％

9
5
5
,0

7
9

円
5
0
.2

7
％

R
3
-
2

9
4
5
,0

0
0

円
4
9
.7

3
％

円
％

円
％

9
5
5
,0

7
9

円
5
0
.2

7
％

R
4
-
1

9
4
5
,0

0
0

円
5
4
.4

2
％

円
％

円
％

7
9
1
,2

8
0

円
4
5
.5

8
％

R
4
-
2

9
4
5
,0

0
0

円
5
4
.4

2
％

円
％

円
％

7
9
1
,2

8
0

円
4
5
.5

8
％

R
5
-
1

1
,2

6
0
,0

0
0

円
5
0
.3

8
％

円
％

円
％

1
,2

4
0
,6

8
0

円
4
9
.6

2
％

R
5
-
2

1
,2

6
0
,0

0
0

円
5
0
.3

8
％

円
％

円
％

1
,2

4
0
,6

8
0

円
4
9
.6

2
％

R
6
-
1

2
,1

0
0
,0

0
0

円
4
5
.4

5
％

円
％

円
％

2
,5

2
0
,0

0
0

円
5
4
.5

5
％

R
6
-
2

2
,1

0
0
,0

0
0

円
4
5
.4

5
％

円
％

円
％

2
,5

2
0
,0

0
0

円
5
4
.5

5
％

1
0
,5

0
0
,0

0
0

円
％

円
％

円
％

1
1
,0

1
4
,0

7
8

円
％

ﾅ
の

額
以

内
＝

ｺ
ｴ

ﾃ
ｱ

ｱ
×

1
/
2
=
ｻ

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

ﾏ
＋

ｱ
ｹ

＋
ｻ

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

合
計

申
請

番
号

金
融

費
用

補
助

対
象

額
（
円

）
償

還
期

間
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
月

）

今
年

度
償

還
回

数
借

入
利

率
（
％

）
年

利
　

　
ｴ
と

2
.5

％
の

う
ち

低
い

方
の

率
（
％

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

（
自

）
（
至

）

円 円

計
千

円

補
助

対
象

経
費

（
千

円
）

国
庫

補
助

金
内

定
申

請
額

（
千

円
）

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

2
1
,0

0
0

1
0
,5

0
0

山
陽
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表
７

　
車

両
の

取
得

を
行

う
事

業
者

１
．

車
両

取
得

の
概

要

初
年

度
（
令

和
8

年
度

）

【
購

入
車

両
減

価
償

却
費

】
○

事
業

者
の

減
価

償
却

方
法

（
定

率
法

o
r定

額
法

）

【
車

両
購

入
金

融
費

用
】

○
事

業
者

の
返

済
方

法
（
元

利
均

等
o
r元

金
均

等
）

【
所

要
経

費
】

【
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合
 】

R
8
-
1

2
,2

5
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

2
,3

3
2
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

R
8
-
2

2
,2

5
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

2
,3

3
2
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

4
,5

0
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

4
,6

6
4
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

事
業

者
名

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

実
費

購
入

予
定

費
（
円

）
＊

消
費

税
を

除
く

ｲ
ﾛ

ﾊ
ｲ
＋

ﾛ
＋

ﾊ
＝

ﾆ
ﾆ
-
1
円

=
ﾎ

ﾍ
ﾁ

ﾄ＋
ﾁ
＝

ﾇ
ﾙ

ｦ
ﾜ

ｶ
×

1
/
2
=
ﾖ

ﾍ
-
ｶ
=
ﾀ

ﾍ
の

額
以

内
ﾚ

ｿ
ﾂ

ﾂ
×

1
/
2
=
ﾈ

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

ｶ
＋

ﾂ
ﾖ
＋

ﾈ
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合

6
8
3
2
0
0
0

6
8
3
2
0
0
0

合
計

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
確

保
維

持
路

線
名

称
又

は
区

間
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
申

請
番

号
車

両
の

種
別

乗
車

定
員

（
人

）
車

両
の

長
さ

(m
)

購
入

等
予

定
年

月
購

入
等

の
種

別
（
現

金
、

割
賦

、
リ

ー
ス

）

山
　

陽
R

8
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

大
泊

4
ノ

ン
ス

テ
ッ

プ
型

ス
ロ

ー
プ

付
き

車
両

（
標

準
仕

様
）

7
7

1
1
.2

6
R

8
.

1
現

金

山
　

陽
R

8
-
2

下
関

駅
～

小
月

駅
・
小

野
田

駅
～

お
の

だ
サ

ン
パ

ー
ク

3
ノ

ン
ス

テ
ッ

プ
型

ス
ロ

ー
プ

付
き

車
両

（
標

準
仕

様
）

7
7

1
1
.2

6
R

8
.

1
現

金

定
率

法

申
請

番
号

実
費

購
入

予
定

費
合

計
額

か
ら

備
忘

価
格

を
控

除
し

た
額

（
円

）

ﾎ
と

限
度

額
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）

普
通

償
却

限
度

額
特

別
償

却
額

（
円

）
償

却
限

度
額

（
円

）
事

業
者

償
却

額
（
円

）
ﾇ
と

ﾙ
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）
償

却
期

間
（
月

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

＊
残

存
価

格
（
円

）
車

両
価

格
附

属
品

価
格

改
造

費
合

計
（
定

率
法

）
  

  
  

  
  

 
  

ﾍ
×

 (
0
.5

o
r0

.4
)＝

ﾄ
（
定

額
法

）
ﾍ

×
0
.2

＝
ﾄ

ｦ
×

ﾜ
÷

１
２

（
月

）
=
ｶ

R
8
-
1

2
1
,7

6
3
,0

6
1

2
,2

3
6
,9

3
9

2
4
,0

0
0
,0

0
0

2
3
,9

9
9
,9

9
9

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

0
6
,0

0
0
,0

0
0

9
,6

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

9
4
,5

0
0
,0

0
0

円
2
,2

5
0
.0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

R
8
-
2

2
1
,7

6
3
,0

6
1

2
,2

3
6
,9

3
9

2
4
,0

0
0
,0

0
0

2
3
,9

9
9
,9

9
9

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

0
6
,0

0
0
,0

0
0

9
,6

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

9
4
,5

0
0
,0

0
0

円
2
,2

5
0
.0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

計
4
3
,5

2
6
,1

2
2

4
,4

7
3
,8

7
8

4
8
,0

0
0
,0

0
0

4
7
,9

9
9
,9

9
8

3
0
,0

0
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0
,0

0
0

0
1
2
,0

0
0
,0

0
0

1
9
,2

0
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0
,0

0
0

9
,0

0
0

千
円

4
,5

0
0

2
1
,0

0
0
,0

0
0

申
請

番
号

金
融

費
用

補
助

対
象

額
（
円

）
償

還
期

間
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
月

）

借
入

利
率

（
％

）
年

利
　

　
ﾚ
と

2
.5

％
の

う
ち

低
い

方
の

率
（
％

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

円 円

計
千

円

補
助

対
象

経
費

（
千

円
）

国
庫

補
助

金
内

定
申

請
額

（
千

円
）

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

9
,0

0
0

4
,5

0
0

山
陽
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２
年

目
以

降
（
令

和
8

年
度

）

【
購

入
車

両
減

価
償

却
費

】
○

事
業

者
の

減
価

償
却

方
法

（
定

率
法

o
r定

額
法

）
※

法
令

で
認

め
ら

れ
た

場
合

を
除

き
、

年
度

間
で

の
変

更
不

可

当
該

年
度

初
年

度

初
年

度
ﾍ

の
額

＝
ﾅ

ｳ
ﾑ

＋
ｳ

＝
ﾉ

ｵ
ｸ

ﾔ
ﾏ
×

1
/
2
=
ｹ

ﾗ
-
ﾏ
=
ﾌ

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
確

保
維

持
路

線
名

称
又

は
区

間
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
申

請
番

号

山
　

陽
R

4
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

美
祢

駅
6

6

山
　

陽
R

4
-
2

下
関

駅
～

下
大

野
～

豊
田

町
西

市
5

5

山
　

陽
R

5
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

大
泊

4
4

山
　

陽
R

5
-
2

下
関

駅
～

小
月

駅
・
小

野
田

駅
～

お
の

だ
サ

ン
パ

ー
ク

3
3

山
　

陽
R

6
-
1

下
関

駅
～

豊
洋

台
３

丁
目

～
川

棚
温

泉
2

2

山
　

陽
R

6
-
2

下
関

駅
～

小
月

駅
～

大
泊

5
5

山
　

陽
R

7
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

美
祢

駅
6

6

山
　

陽
R

7
-
2

下
関

駅
～

下
大

野
～

豊
田

町
西

市
5

5

定
率

法

申
請

番
号

補
助

対
象

限
度

額
（
円

）
残

存
価

額
（
円

）
普

通
償

却
限

度
額

特
別

償
却

額
（
円

）
償

却
限

度
額

（
円

）
事

業
者

償
却

額
（
円

）
ﾉ
と

ｵ
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）
償

却
期

間
（
月

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

＊
残

存
価

格
（
円

）
前

年
度

ﾌ
（
2
年

目
の

み
ﾀ
）
の

額
＝

ﾗ

（
定

率
法

）
  

  
  

  
  

 
  

ﾗ
×

 (
0
.5

o
r0

.4
)＝

ム
（
定

額
法

）
ﾅ

×
0
.2

＝
ム

ｸ
×

ﾔ
÷

１
２

（
月

）
=
ﾏ

（
最

終
年

度
）
ｸ
＝

ﾏ

R
4
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,6

8
1
,2

7
9

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

0

R
4
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,6

8
1
,2

7
9

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

0

R
5
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

8
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,8

2
0
,5

1
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

1
,8

9
0
,0

0
0

R
5
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

8
0
,0

0
0

1
,8

9
0
,0

0
0

0
1
,8

9
0
,0

0
0

2
,8

2
0
,5

1
0

1
,8

9
0
,0

0
0

1
2

1
,8

9
0
,0

0
0

円
9
4
5
.0

1
,8

9
0
,0

0
0

R
6
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,3

0
0
,0

0
0

2
,5

2
0
,0

0
0

0
2
,5

2
0
,0

0
0

4
,0

3
2
,0

0
0

2
,5

2
0
,0

0
0

1
2

2
,5

2
0
,0

0
0

円
1
,2

6
0
.0

3
,7

8
0
,0

0
0

R
6
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,3

0
0
,0

0
0

2
,5

2
0
,0

0
0

0
2
,5

2
0
,0

0
0

4
,0

3
2
,0

0
0

2
,5

2
0
,0

0
0

1
2

2
,5

2
0
,0

0
0

円
1
,2

6
0
.0

3
,7

8
0
,0

0
0

R
7
-
1

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

0
4
,2

0
0
,0

0
0

6
,6

3
0
,4

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

1
2

4
,2

0
0
,0

0
0

円
2
,1

0
0
.0

6
,3

0
0
,0

0
0

R
7
-
2

1
5
,0

0
0
,0

0
0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

0
4
,2

0
0
,0

0
0

6
,6

3
0
,4

0
0

4
,2

0
0
,0

0
0

1
2

4
,2

0
0
,0

0
0

円
2
,1

0
0
.0

6
,3

0
0
,0

0
0

計
1
2
0
,0

0
0
,0

0
0

4
4
,9

4
0
,0

0
0

2
1
,0

0
0
,0

0
0

0
2
1
,0

0
0
,0

0
0

3
2
,3

2
8
,3

7
8

2
1
,0

0
0
,0

0
0

2
1
,0

0
0

千
円

1
0
,5

0
0

2
3
,9

4
0
,0

0
0
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【
車

両
購

入
金

融
費

用
】

○
事

業
者

の
返

済
方

法
（
元

利
均

等
o
r元

金
均

等
）

【
所

要
経

費
】

【
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合
 】

R
4
-
1

9
4
5
,0

0
0

円
5
4
.4

2
％

円
％

円
％

7
9
1
,2

7
9

円
4
5
.5

8
％

R
4
-
2

9
4
5
,0

0
0

円
5
4
.4

2
％

円
％

円
％

7
9
1
,2

7
9

円
4
5
.5

8
％

R
5
-
1

9
4
5
,0

0
0

円
5
0
.3

8
％

円
％

円
％

9
3
0
,5

1
0

円
4
9
.6

2
％

R
5
-
2

9
4
5
,0

0
0

円
5
0
.3

8
％

円
％

円
％

9
3
0
,5

1
0

円
4
9
.6

2
％

R
6
-
1

1
,2

6
0
,0

0
0

円
4
5
.4

5
％

円
％

円
％

1
,5

1
2
,0

0
0

円
5
4
.5

5
％

R
6
-
2

1
,2

6
0
,0

0
0

円
4
5
.4

5
％

円
％

円
％

1
,5

1
2
,0

0
0

円
5
4
.5

5
％

R
7
-
1

2
,1

0
0
,0

0
0

円
4
6
.3

5
％

円
％

円
％

2
,4

3
0
,4

0
0

円
5
3
.6

5
％

R
7
-
2

2
,1

0
0
,0

0
0

円
4
6
.3

5
％

円
％

円
％

2
,4

3
0
,4

0
0

円
5
3
.6

5
％

1
0
,5

0
0
,0

0
0

円
％

円
％

円
％

1
1
,3

2
8
,3

7
8

円
％

ﾅ
の

額
以

内
＝

ｺ
ｴ

ﾃ
ｱ

ｱ
×

1
/
2
=
ｻ

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

ﾏ
＋

ｱ
ｹ

＋
ｻ

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

合
計

申
請

番
号

金
融

費
用

補
助

対
象

額
（
円

）
償

還
期

間
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
月

）

今
年

度
償

還
回

数
借

入
利

率
（
％

）
年

利
　

　
ｴ
と

2
.5

％
の

う
ち

低
い

方
の

率
（
％

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

（
自

）
（
至

）

円 円

計
千

円

補
助

対
象

経
費

（
千

円
）

国
庫

補
助

金
内

定
申

請
額

（
千

円
）

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

2
1
,0

0
0

1
0
,5

0
0

山
陽
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表
７

　
車

両
の

取
得

を
行

う
事

業
者

１
．

車
両

取
得

の
概

要

初
年

度
（
令

和
9

年
度

）

【
購

入
車

両
減

価
償

却
費

】
○

事
業

者
の

減
価

償
却

方
法

（
定

率
法

o
r定

額
法

）

【
車

両
購

入
金

融
費

用
】

○
事

業
者

の
返

済
方

法
（
元

利
均

等
o
r元

金
均

等
）

【
所

要
経

費
】

【
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合
 】

R
9
-
1

2
,2

5
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

2
,3

3
2
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

R
9
-
2

2
,2

5
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

2
,3

3
2
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

4
,5

0
0
,0

0
0

円
4
9
.1

0
％

円
％

円
％

4
,6

6
4
,0

0
0

円
5
0
.9

0
 

％

事
業

者
名

サ
ン

デ
ン

交
通

株
式

会
社

実
費

購
入

予
定

費
（
円

）
＊

消
費

税
を

除
く

ｲ
ﾛ

ﾊ
ｲ
＋

ﾛ
＋

ﾊ
＝

ﾆ
ﾆ
-
1
円

=
ﾎ

ﾍ
ﾁ

ﾄ＋
ﾁ
＝

ﾇ
ﾙ

ｦ
ﾜ

ｶ
×

1
/
2
=
ﾖ

ﾍ
-
ｶ
=
ﾀ

ﾍ
の

額
以

内
ﾚ

ｿ
ﾂ

ﾂ
×

1
/
2
=
ﾈ

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

ｶ
＋

ﾂ
ﾖ
＋

ﾈ
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合

6
8
3
2
0
0
0

6
8
3
2
0
0
0

合
計

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
申

請
番

号
確

保
維

持
路

線
名

称
又

は
区

間
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
申

請
番

号
車

両
の

種
別

乗
車

定
員

（
人

）
車

両
の

長
さ

(m
)

購
入

等
予

定
年

月
購

入
等

の
種

別
（
現

金
、

割
賦

、
リ

ー
ス

）

山
　

陽
R

9
-
1

下
関

駅
～

小
月

駅
～

大
泊

4
ノ

ン
ス

テ
ッ

プ
型

ス
ロ

ー
プ

付
き

車
両

（
標

準
仕

様
）

7
7

1
1
.2

6
R

9
.

1
現

金

山
　

陽
R

9
-
2

下
関

駅
～

豊
洋

台
３

丁
目

～
川

棚
温

泉
3

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

型
ス

ロ
ー

プ
付

き
車

両
（
標

準
仕

様
）

7
7

1
1
.2

6
R

9
.

1
現

金

定
率

法

申
請

番
号

実
費

購
入

予
定

費
合

計
額

か
ら

備
忘

価
格

を
控

除
し

た
額

（
円

）

ﾎ
と

限
度

額
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）

普
通

償
却

限
度

額
特

別
償

却
額

（
円

）
償

却
限

度
額

（
円

）
事

業
者

償
却

額
（
円

）
ﾇ
と

ﾙ
の

う
ち

少
な

い
方

の
額

（
円

）
償

却
期

間
（
月

）
補

助
対

象
経

費
計

画
額

（
千

円
）

＊
残

存
価

格
（
円

）
車

両
価

格
附

属
品

価
格

改
造

費
合

計
（
定

率
法

）
  

  
  

  
  

 
  

ﾍ
×

 (
0
.5

o
r0

.4
)＝

ﾄ
（
定

額
法

）
ﾍ

×
0
.2

＝
ﾄ

ｦ
×

ﾜ
÷

１
２

（
月

）
=
ｶ

R
9
-
1

2
1
,7

6
3
,0

6
1

2
,2

3
6
,9

3
9

2
4
,0

0
0
,0

0
0

2
3
,9

9
9
,9

9
9

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

0
6
,0

0
0
,0

0
0

9
,6

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

9
4
,5

0
0
,0

0
0

円
2
,2

5
0
.0

1
0
,5

0
0
,0

0
0

R
9
-
2

2
1
,7

6
3
,0

6
1

2
,2

3
6
,9

3
9

2
4
,0

0
0
,0

0
0

2
3
,9

9
9
,9

9
9

1
5
,0

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

0
6
,0

0
0
,0

0
0

9
,6

0
0
,0

0
0

6
,0

0
0
,0

0
0

9
4
,5

0
0
,0
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２
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 第６条第２項

下関市

サンデン 交通株式会社 、ブル ーライン交 通株式会社、 一般社団法 人山口県タク シー協会、 西日本旅客鉄 道株式会社 、全国交通運 輸労働組合 総連合、国土 交通省中国 地方整備局山 口河川国道 事務所、山口 県下関土木 建築事務所、 下関市建設 部、下関市港 湾局

下関警察署

下関市連合自治会、社会福祉協議会、下関商工会議所、下関市立大学、国土交通省中国運輸局山口運輸支局、山口県観光スポーツ文化部

 第３条 第１項 下関市

サンデン 交通株式会社 、ブル ーライン交 通株式会社、 一般社団法 人山口県タク シー協会、 西日本旅客鉄 道株式会社 、全国交通運 輸労働組合 総連合、国土 交通省中国 地方整備局山 口河川国道 事務所、山口 県下関土木 建築事務所、 下関市建設 部、下関市港 湾局

国土交通省中国運輸局山口運輸支局

下関警察署、下関市連合自治会、社会福祉協議会、下関商工会議所、下関市立大学

 第３条 第２項 山口県観光スポーツ文化部、長門市、美祢市、山陽小野田市

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成十九年法律第五十九号）

協議会は、次に掲げる者をもって構成する。

一 地域公共交通計画を作成しようとする地方公共団体

二 関係する公共交通事業者等、道路管理者、港湾管理者その他地域公共交通計画に定めようとする事業を実施すると見込まれる者

三 関係する公安委員会

四 地域公共交通の利用者、学識経験者その他の当該地方公共団体が必要と認める者

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱
（令和 ６ 年 ３月 ２１日 国総地第 １４号 国鉄事第 ８０号 国自旅第 ３６２号 国自技環第２０７号 国海内第１７８号 
 国空事第１１３４号）

一 関係する都道府県又は市区町村

二 関係する交通事業者又は交通施設管理者等

三 地方運輸局又は地方航空局

四 その他地域の生活交通の実情、その確保・維持・改善の取組に精通する者等協議会が必要と認める者

  関係する都道府県及び市区町村【「地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」を市町村の計画に基づいて申請する場合】

※関係協会（バス協会・タクシー協会等）も構成員に含めることは可能ですが、運行実施者も構成員としておく必要があります。

※法定協議会の下部組織（部会･分科会等）を設け、下部組織での議論を法定協議会に報告する形式での運用も可能です。

※法定協議会の下部組織を設ける場合はその旨を設置要綱にその旨を明記してください。

地域公共交通計画と補助制度の連動化にかかる最低限の記載項目（セルフチェック表）

法
定
協
議
会
構
成
員

黄色のセル欄に該当の者の名称を記入
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URL:

 第５条第２項 地域公共交通計画においては、次に掲げる事項について定めるものとする。

 第７条 第１項

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成十九年法律第五十九号） 記載箇所

一 地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生の推進に関する基本的な方針 P３～６

二 地域公共交通計画の区域 P１４～３０

三 地域公共交通計画の目標 P８３～８７

四 前号の目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項 P３７～８２

五 地域公共交通計画の達成状況の評価に関する事項 P８７

六 計画期間 P４０

七 前各号に掲げるもののほか、地域公共交通計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱
（令和 ６ 年 ３月 ２１日 国総地第 １４号 国鉄事第 ８０号 国自旅第 ３６２号 国自技環第２０７号 
 国海内第１７８号 国空事第１１３４号）

一  地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統（補助系統）の地域の公共交通における位置付け・役割 追補版P１～５

二  前号を踏まえた地域公共交通確保維持事業の必要性 追補版P６

三  地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統に係る事業及び実施主体の概要 追補版P７

四  地域公共交通計画の区域内全体における地域旅客運送サービスの利用者の数、収支、費用に係る国又は地方公    
       共団体の支出の額その他の定量的な目標・効果及びその評価手法

追補版P８

第３節 車両減価償却費等国庫補助金 追補版P１

第４節 公有民営方式車両購入費国庫補助金 ―

第５節 貨客混載導入経費国庫補助金 ―

※車両補助の活用を見込む場合は、その旨も計画への記載が必要です。

地域公共交通計画と補助制度の連動化にかかる最低限の記載項目（セルフチェック表） 下関市

陸上交通（地域間幹線系統）に係る地域公共交通確保維持事業を行う場合は、地域公共交通計画に、当該地域公共交通計画の
計画期間内における次に掲げる事項について具体的に記載するものとする。

幹線 表１のとおり

車
両
補
助

運
行
費
補
助

運行費補助を受けようとする系統
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【フィーダー系統】 
 

様式第１－１（日本産業規格Ａ列４番） 

下 地 協 第 ３ ８ 号 

令和６年６月２７日 

 

　国土交通大臣　殿 

 

 

氏名又は名称　下関市地域公共交通協議会　 

住　　　　所　下関市南部町１番１号　　　 

代表者氏名　会 長　 杉 浦　勝 章　　　 

 

 

地域公共交通計画認定申請書 

 

 

 

　地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり定めたの

で、関係書類を添えて申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本申請書に、記載すべき事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。 
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別　紙

【フィーダー系統】 

令和６年６月２７日 

 

（名称）下関市地域公共交通協議会 

  
 １．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性

 合併前の菊川、豊田、豊浦、豊北地域においては、住民の移動手段を確保するためそれ

ぞれ生活バスが運行されていたが、地域によって運行の態様等は様々であった。 

その後の合併協議において新たな制度の構築がされることになり、４町地域のバス交通

制度について、サービス水準の統一や地域間における公平性を図りながらそれぞれの地域

状況にあった移動手段を確保するため、平成20年度に「下関市地域交通総合連携計画」を

策定した。この基本方針に基づき、各地域内のバス交通計画を作成し、平成21年度「地域

公共交通活性化・再生総合事業」の支援を受け、実証運行を経て、平成22年4月から本格運

行を実施した。 

平成24年度からは「地域公共交通確保維持改善事業」の支援を受け、運行を継続的に行

っているところであるが、利用者数は減少傾向にあり、運行を取り巻く環境は厳しい。 

平成30年3月には下関市地域公共交通網形成計画を策定し、実施施策として「生活バス路線

の再編」「生活バスの運行」を定め、その後、「下関市地域公共交通再編実施計画」策定に

おける取組みとして、公共交通不便地域のアクセス改善や生活交通確保の検討を行ってい

る。 

豊田・菊川地域では、広域移動を担う路線バスが幹線道路を運行しており、生活バスに

ついては地域内交通として路線バスを補完する支線の役割を担っている。 

生活バスを運行している地域は、集落が分散しており、集落から幹線道路の路線バス停

留所までは距離がある過疎地域及び中山間地域等であり、生活バスは日常生活に不可欠な

交通弱者の交通手段として機能している。 

当該地域住人の生活圏は、各地域内のほか、下関市の中心部や豊浦、豊北、長門市方面

にまで及んでおり、生活バスが広域移動の手段である幹線バス路線にも接続している必要

性が非常に高い。 

以上より、今後も継続的な公共交通の維持と、住民の生活交通手段を確保し続ける事が、

必要不可欠である。
 ２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果

 （１）事業の目標

 ・令和 7年度の目標利用者数設定 

デマンド運行系統： 

令和 4年度（R3年 10 月～）から令和 6年度（～R6年 3 月）までの利用実績から算出 

定時定路線運行系統： 

年間運行回数から、1回当たりの平均輸送人員 2人以上となる値を算出 

・令和 8年度・令和 9年度の目標利用者数について 

豊田町・菊川町では、年々人口の減少が進んでおり、今後も同様の状況が続くと考えら

れる。令和 7 年度以降については、利用促進活動を継続して行うとともに、潜在需要の

開拓を行うことで、利用者数の維持を目指すものとして、目標利用者数を設定。 

豊田地域：（デマンド）杢路子線　一の俣線　今出線　一の瀬線 

菊川地域：（デマンド）樅ノ木・保木線 

（定時定路線）内日・田部循環線 

　　目標利用者数：令和 7年(2025)度　豊田地域 2,428 人/年、菊川地域 2,215 人/年 

　　　　　　　　　令和 8年(2026)度　豊田地域 2,430 人/年、菊川地域 2,220 人/年 

　　　　　　　　　令和 9年(2027)度　豊田地域 2,430 人/年、菊川地域 2,220 人/年 

・補助金を活用し、利用促進を図り、収支の１％改善を目指すことで、公的負担の現状維

持を目指す。 

（下関市地域公共網形成計画追補編 Ｐ８参照）
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 （２）事業の効果

 生活バスを維持することで、買物や通院など各地域内における生活のための移動手段が

確保され、高齢者等の外出促進が図られると共に、幹線系統に接続することで広域移動の

機会についても確保される。 

 ３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体

 ・乗車料金の一律ワンコイン（100 円）を継続。（H30 年 4 月～） 

・再編実施計画に伴う、運行の見直し 

・広報チラシの回覧などによる住民意識の醸成 

・コロナ対策の実施と広報 

（車内の定期的な換気と消毒、運転手及び利用者のマスク着用徹底、感染防止対策への協

力の呼びかけ） 

 

実施主体：下関市 

 ４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者
 地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以下「要綱」という。）による 

「表１」添付。 

【表１への添付資料】 

・運行系統図　・フィーダー補助系統の概要一覧　・チラシ、時刻表 

 

【補助要件の具備】 

要綱別表７（第１６条第１項関連） 

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金（補助対象事業の基準）より 

ハ②(1)　過疎地域等のいずれかをその沿線に含む地域間交通ネットワークに接続する

フィーダー系統による運行であること 

→　別添「運行系統図」及び「運行系統概要一覧」参照。 

②(2)　半径１キロメートル以内にバスの停留所、鉄軌道駅、海港及び空港が存しない

集落、市街地その他の交通不便地域として地方運輸局長等が指定する地域の住民

等の移動確保のための地域間交通ネットワークに接続するフィーダー系統であ

ること。 

→　別添「交通不便地域指定地区」図参照 

ニ　既存交通ネットワーク等との整合が図られていること。 

→　別添「運行系統図」のとおり既存バス路線とすみ分けを行っている。 

ホ③　前年度補助対象期間から地域公共交通計画又は生活交通確保維持改善計画に基づ

き運行されているもの 

→　豊田地域：　杢路子線、一の俣線、今出線、一の瀬線 

　　　　　 菊川地域：　樅ノ木・保木線、内日・田部循環線 

 

【運行予定者の選定】 

地域に密着した運行内容であることから、地域の道路事情を熟知し、市内に営業所を

持って不測の事態にも対応可能な体制の事業者を市の登録事業者から選定し、総合的に

判断するために指名競争入札を行う。 

 ５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額
 　下関市が運行を委託するため、補助対象経費から国庫補助金額を引いた額を委託料とし

て下関市が負担する。 
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６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法

 ・利用者数や収支について、数値指標によるモニタリング・評価を実施 

・利用者アンケート、住民ヒアリング等。

 ７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】
  

　該当なし 

 ８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】
  

　該当なし 

 ９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】
  

　該当なし 

 10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】
  

　「表５」を添付 

 11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】
  

　該当なし 

 12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】
 （１）事業の目標
 

該当なし

 
（２）事業の効果

 
該当なし

 13.車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の総額、負担者とその負担額 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】
  

　該当なし
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 14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
  

　該当なし 

 15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
  

　該当なし 

 16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
 （１）事業の目標

  

該当なし 

 
（２）事業の効果

  

該当なし 

 17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】
  

該当なし 

 18．協議会の開催状況と主な議論

 ・平成 20 年 3 月 8 日　協議会の設立 

・平成 25 年 4 月 15 日　地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 

・平成 25 年 6 月 24 日　生活交通ネットワーク計画協議（Ｈ26～Ｈ28） 

・平成 26 年 6 月 26 日　生活交通ネットワーク計画協議（Ｈ27～Ｈ29） 

・平成 26 年 12 月 12 日　地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 

・平成 27 年 2 月 3 日　生活バス（菊川地域）のバス停新設に係る協議 

・平成 27 年 6 月 25 日　地域内フィーダー系統確保維持計画協議（Ｈ28～Ｈ30） 

・平成 27 年 12 月 9 日　地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 

・平成 28 年 3 月 10 日　生活バス（豊田地域）の運行ルートの変更に係る協議 

・平成 28 年 6 月 27 日　地域内フィーダー系統確保維持計画協議（Ｈ29～Ｈ31） 

・平成 28 年 12 月 19 日　地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 

・平成 29 年 5 月 29 日　自家用有償旅客運送の更新登録に係る協議 

・平成 29 年 8 月 29 日　地域内フィーダー系統確保維持計画協議（Ｈ30～Ｈ32） 

・平成 29 年 10 月 30 日　下関市生活バスのワンコイン化について 

・平成 29 年 12 月 19 日　地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

・平成 30 年 2 月 26 日　第８回下関市公共交通整備検討委員会 

（下関市総合交通戦略・網形成計画の承認） 

・平成 30 年 3 月 30 日　下関市地域公共交通網計画策定 

・平成 30 年 4 月 23 日　粟野地区コミュニティタクシーの廃止について 

・平成 30 年 6 月 25 日　地域内フィーダー系統確保維持計画協議（Ｈ31～Ｈ33） 

・平成 30 年 7 月 10 日　下関市地域公共交通会議の新委員就任に伴う新会長・副会長の 
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 　　　　　　　　　　 選任について 

・平成 30 年 9 月 5 日　下関市・山口宇部空港直行乗合タクシー事業計画（案）について 

・平成 31 年 1 月 10 日　地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

・令和元年 6 月 24 日　平成 30年度市町村運営有償運送の運行状況について 

地域内フィーダー系統確保維持計画について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

・令和元年 8 月 8 日　生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）案に 

　　　　　　　　　 ついて 

・令和元年 12 月 24 日　令和元年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系

統確保維持費国庫補助金・地域公共交通再編推進事業）に関する

事業評価について 

菊川町生活バス「樅ノ木・保木線」貨客混載試行運行の実施に 

ついて 

菊川児童クラブ移転に伴う菊川地区生活バスの一部経路変更に 

ついて 

・令和 2 年 2 月 14 日　下関市地域公共交通再編実施計画(案)の策定について（報告） 

・令和 2 年 5 月 21 日　下関市生活バス　運行方法の変更計画（案）について 

下関市生活バス　停留所の名称変更について 

下関市生活バス　運休日の変更について 

・令和 2 年 7 月 15 日　自家用有償旅客運送　登録の更新について 

地域内フィーダー系統確保維持計画について 

令和元年度自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

下関市地域公共交通再編実施計画の策定について 

・令和 3 年 1 月 6 日　令和 2年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統

確保維持費国庫補助金）に関する事業評価について 

令和元年度地域公共交通確保維持改善事業（バリアフリー化設備　

等整備事業）に関する事業評価について 

菊川町生活バス「樅ノ木・保木線」貨客混載について 

・令和 3年 6 月 21 日　地域内フィーダー系統確保維持計画について 

令和 2年度自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

・令和 3 年 7 月 19 日　下関市生活バス（菊川）における貨客混載事業について 

山口宇部空港と JR 下関駅を結ぶ乗合タクシーの運行について 

・令和 4年 1 月 6 日　令和 3年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統

確保維持費国庫補助金）に関する事業評価について 

下関市生活バス（菊川）における貨客混載事業について 

新型コロナウイルス感染症に関する市内バスの状況について 

・令和 4年 6 月 30 日　下関市生活バス 菊川町における経路及び便数の一部変更について 

下関市生活バス 地域内フィーダー系統確保維持計画について 

令和 3年度 自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

・令和 4 年 9 月 1 日　下関市生活バスにおける少量貨物有償運送更新許可申請について 

・令和 5 年 1 月 13 日　令和 4年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系

統確保維持費国庫補助金）に関する事業評価について 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく協議会への
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【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住　所）下関市南部町１－１　　　　　　　　　　 

（所　属）下関市都市整備部都市計画課　　　　　　 

（氏　名）前山　孝広　　　　　　　　　　　　　　 

（電　話）０８３-２３１-１４４１　　　　　　　　 

（e-mail）tskotsut@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 移行について 

・令和 5 年 3 月 23 日　地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく協議会への 

移行について 

・令和 5 年 5 月 11 日　下関市地域公共交通協議会規約（案）について 

下関市地域公共交通協議会の役員について 

下関市地域公共交通協議会事務局規程（案）について 

下関市地域公共交通協議会財務規程（案）について 

下関市地域公共交通協議会報酬及び費用弁償規程（案）について 

令和 5年度下関市地域公共交通協議会事業計画（案）及び予算（案）

について 

令和 5年度下関市地域公共交通計画策定業務の発注について 

※同日「下関市地域公共交通協議会」発足 

・令和 5 年 6 月 30 日　自家用有償旅客運送　登録の更新について 

下関市生活バス 地域内フィーダー系統確保維持計画について 

令和 4年度 自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

・令和 5 年 8 月 4 日　生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）案に 

ついて 

下関市生活バスにおける少量貨物有償運送更新許可申請について 

・令和 5 年 11 月 27 日　下関市地域公共交通計画について 

一般乗合旅客自動車運送事業者における路線廃止について 

・令和 5 年 12 月 25 日　令和 5年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系

統確保維持費国庫補助金）に関する事業評価について 

・令和 6 年 2 月 21 日　自家用有償旅客運送の変更登録の申請について 

下関市生活バス（豊田地域）における運行管理の体制等の変更に　

ついて 

・令和 6 年 5 月 16 日　下関市地域公共交通協議会事務局規程の改正について 

・令和 6 年 6 月 27 日　下関市地域公共交通網形成計画の一部改訂及び地域公共交通確保

維持事業に係る計画について 

令和 5年度 自家用有償旅客運送の運行実績について 

下関市総合交通戦略（下関市地域公共交通網形成計画）の 

進捗管理について 

 19．利用者等の意見の反映状況

 ・地域のイベント（敬老会等）で、広報チラシを配布した住民意識の醸成。 

・広報チラシの回覧などによる住民意識の醸成。 

・生活バス路線沿線住民へのアンケート実施。 

・アンケート結果及び地元要望等を、バス路線の再編実施計画に反映。 
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表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・

維
持

す
る

運
行

系
統

の
概

要
及

び
運

送
予

定
者

（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

R
6
年

度

起
点

経
由

地
終

点
運
行
態
様

の
別

基
準
ハ
で

該
当
す
る

要
件

(
別
表
7
･
9
)

補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と

接
続
の
確
保

基
準
ホ
で

該
当
す
る
要
件

(
別
表
7
の
み
)

2
5
.
0
k
m

循
環

（
注

）

１
．

乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
「
運
行
系
統
名
等
」
に
運
賃

低
廉

化
を

行
う

運
行

サ
ー

ビ
ス

の
名

称
を

記
載

す
る

こ
と

。

２
．

区
域
運
行
又
は
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
運
行
系
統
の

「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

又
は

運
賃

低
廉

化
対

象
地

域
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
「

起
点
」
、
「
終
点
」
及
び
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

３
．

「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
１
位
（
第
２
位
以
下
切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か
の
欄
に
キ
ロ
程
を
記
載
し
、
も
う
片
方
の
欄
に
「
循
環
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

４
．

「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
及
び
「
運
送
継
続
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
は

、
利

便
増

進
計

画
又

は
運

送
継

続
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係
る
特
例
措
置
の
適
用
（
別
表
９
又
は
別
表
１
０
）
を
受
け
て
補
助
対
象
と
な
る
場
合
の
み

　
「

○
」
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
．

「
運
行
態
様
の
別
」
に
つ
い
て
は
、
路
線
定
期
運
行
、
路
線
不
定
期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

６
．

「
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と
接
続
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
接
続
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

７
．

乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
「
運
行
系
統
名
」
「
利
便
増

進
特

例
措

置
」

に
つ

い
て

記
載

を
要

し
な

い
。

８
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

運
行

系
統

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（

別
表

7
・

別
表

9
・

別
表

1
0
）

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

（
申

請
番

号
）

系
統

キ
ロ

程

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

(
1
)

杢
路

子
線

下
杢

路
子

下
八

道
鷹

子
・

庭
田

2
9
3
日

4
4
0
.
0
回

区
域

②
-
(
1
)

乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

　
：
殿
居
ほ
か
９
停
留
所

・
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
交
通
(
滝
部
線
)

・
サ
ン
デ
ン
交
通
(
下
関
・
豊
田
線
、
仙
崎
線
)

③

(
2
)

一
の

俣
線

一
ノ

俣
上

浮
石

秋
葉

・
稲

見
2
9
3
日

1
5
8
.
0
回

区
域

②
-
(
1
)

乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

　
:
荒
木
温
泉
ほ
か
８
停
留
所

・
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
交
通
(
滝
部
線
)

・
サ
ン
デ
ン
交
通
(
下
関
・
豊
田
線
、
仙
崎
線
)

③

(
3
)

今
出

線
今

出
台

2
9
3
日

1
5
8
.
0
回

区
域

②
-
(
1
)

乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

　
:
石
柱
渓
口
ほ
か
６
停
留
所

・
サ
ン
デ
ン
交
通

　
(
下
仙
崎
線
、
下
関
・
豊
田
線
、
仙
崎
線
)

③

(
4
)

一
の

瀬
線

日
高

萩
2
9
3
日

2
4
6
.
0
回

区
域

②
-
(
1
)

乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

　
:
阿
座
上
口
ほ
か
６
停
留
所

・
サ
ン
デ
ン
交
通
(
下
関
・
豊
田
線
、
仙
崎
線
)

③

(
5
)

樅
ノ

木
・

保
木

線

中
山

保
木

轡
井

2
9
3
日

3
4
8
.
0
回

区
域

②
-
(
2
)

乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

　
：
岡
枝
、
田
部
停
留
所

・
サ
ン
デ
ン
交
通
(
下
関
・
豊
田
線
、
仙
崎
線
)

③

(
6
)

内
日

・
田

部
循

環
線

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル

吉
賀

・
楢

崎
日

新
・

植
田

内
日

下

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
2
9
3
日

5
3
6
.
0
回

路
線

定
期

②
-
(
2
)

乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

　
：
内
日
河
原
停
留
所
、
岡
枝
、
田
部
停
留
所

・
サ
ン
デ
ン
交
通

　
(
新
下
関
線
、
下
関
・
豊
田
線
、
仙
崎
線
)

③

下
関

市
下

関
市
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<
表

１
「

計
画
運

行
回

数
」

根
拠
資

料
>

表
１
の
別
紙

　
令

和
3
年

度
～

令
和

5
年

度
フ

ィ
ー

ダ
ー

補
助

金
交

付
申

請
資

料
よ

り

い
ろ

い
×

ろ
＝

は

1
杢

路
子

線

下
杢

路
子

下
八

道
鷹

子
庭

田

2
9
3
 
日

8
7
9
.
0
回

4
2
.
7
4
%

4
9
.
1
5
%

4
9
.
4
3
%

4
9
.
4
3
%

5
0
.
0
0
%

4
4
0
.
0
回

2
一

の
俣

線

一
ノ

俣
上

浮
石

秋
葉

稲
見

2
9
3
 
日

8
7
9
.
0
回

1
6
.
1
0
%

1
7
.
8
6
%

1
6
.
1
5
%

1
7
.
8
6
%

1
8
.
0
0
%

1
5
8
.
0
回

3
今

出
線

今
出

台
2
9
3
 
日

8
7
9
.
0
回

1
7
.
4
6
%

1
6
.
3
8
%

1
6
.
8
4
%

1
7
.
4
6
%

1
8
.
0
0
%

1
5
8
.
0
回

4
一

の
瀬

線
日

高
萩

2
9
3
 
日

8
7
9
.
0
回

2
1
.
3
7
%

2
4
.
3
2
%

2
7
.
3
0
%

2
7
.
3
0
%

2
8
.
0
0
%

2
4
6
.
0
回

5
樅

ノ
木

保
木

線

中
山

保
木

轡
井

2
9
3
 
日

1
,
1
2
2
.
0
回

3
0
.
7
4
%

2
7
.
0
8
%

2
7
.
9
6
%

3
0
.
7
4
%

3
1
.
0
0
%

3
4
8
.
0
回

6
内

日
・

田
部

循
環

線

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル

吉
賀

楢
崎

日
新

植
田

内
日

下

バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル

2
9
3
 
日

5
3
6
.
0
回

－
－

－
－

－
5
3
6
.
0
回

　
路
線
定
期
運
行
で
あ
る
事
か

ら
、
最
大
運
行
回
数
を
計
画
運

行
回
数
と
す
る
。

 
※
 
運
行
回
数

　
　
1
往
復
 
=
 
1
回

 
　
 
1
循
環
 
=
 
1
回

◆
令

和
7
年

度
計

画
運

行
回

数
は
、

令
和

3
年

度
～

令
和

5
年

度
の

実
績
を
踏
ま
え
て
以
下
の
と
お
り
と
し
た
。

運
行
系
統

補
助

ブ
ロ
ッ
ク

名
市

区
町

村
名

申
請

番
号

運
行

系
統
名

R
7

計
画

運
行
日
数

R
7

最
大
計
画

運
行
回
数

R
3
（
実
績
）

運
行
回
数

割
合

R
4
（
実
績
）

運
行
回
数

割
合

R
5
（

実
績

）
運
行

回
数

割
合

過
去

3
年

間
の

最
大

運
行

割
合

R
7

推
計

運
行

割
合

R
7

計
画

運
行

回
数

令
和

7
年

度
計

画
運

行
回

数
の

算
定

方
法

起
点

主
な

経
由
地

終
点

山
陽

下
関

市

　
最
大
計
画
運
行
回
数
に
過
去

3
年
間
の
運
行
割
合
（
実
績
）

の
最
大
値
を
基
に
し
た
推
計
運

行
割
合
を
乗
じ
て
算
出
。

合
計

系
統
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【
フ

ィ
ー

ダ
ー

補
助

系
統

の
概

要
一

覧
】

　
　

※
複

数
運

行
事

業
者

で
あ

る
場

合
の

参
考

表
１
添
付
資
料

申
請

番
号

運
行

事
業

者
運

行
系

統
名

運
行

ダ
イ

ヤ
運

行
回

数
／

日

キ
ロ

程
（

㎞
）

又
は

1
回

当
た

り
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

結
節

点
の

概
要

（
バ

ス
路

線
名

・
駅

・
港

等
）

備
　

考

1
下

関
市

杢
路

子
線

　
月

～
土

　
（

日
･
祝

日
･

　
　

　
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

運
休

）
3
回

/
日

6
0
分

・
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
㈱

　
(
滝

部
線

)
・

サ
ン

デ
ン

交
通

㈱
　

(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

区
域

運
行

（
デ

マ
ン

ド
）

2
下

関
市

一
の

俣
線

　
月

～
土

　
（

日
･
祝

日
･

　
　

　
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

運
休

）
3
回

/
日

6
0
分

・
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
㈱

　
(
滝

部
線

)
・

サ
ン

デ
ン

交
通

㈱
　

(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

区
域

運
行

（
デ

マ
ン

ド
）

3
下

関
市

今
出

線
　

月
～

土
　

（
日

･
祝

日
･

　
　

　
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

運
休

）
3
回

/
日

6
0
分

・
サ

ン
デ

ン
交

通
㈱

　
(
下

仙
崎

線
、

下
関

・
豊

田
線

、
　

 
仙

崎
線

)

区
域

運
行

（
デ

マ
ン

ド
）

4
下

関
市

一
の

瀬
線

　
月

～
土

　
（

日
･
祝

日
･

　
　

　
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

運
休

）
3
回

/
日

4
0
分

・
サ

ン
デ

ン
交

通
㈱

　
(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

区
域

運
行

（
デ

マ
ン

ド
）

5
下

関
市

樅
ノ

木
・

保
木

線
　

月
～

土
　

（
日

･
祝

日
･

　
　

　
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

運
休

）

 
月

～
金

：
4
回

/
日

 
　

　
土

：
3
回

/
日

6
0
分

・
サ

ン
デ

ン
交

通
㈱

　
(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

区
域

運
行

（
デ

マ
ン

ド
）

6
下

関
市

内
日

・
田

部
循

環
線

　
月

～
土

　
（

日
･
祝

日
･

　
　

　
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

運
休

）

 
月

～
金

：
2
回

/
日

 
　

　
土

：
1
回

/
日

2
3
.
8
k
m
/
回

・
サ

ン
デ

ン
交

通
㈱

　
(
新

下
関

線
、

下
関

・
豊

田
線

、
　

 
仙

崎
線

)
路

線
定

期
運

行

○
運

行
回

数
は

、
1
往
復
を
1
回
と
し
、
循
環
系
統
の

場
合

は
1
循

環
で

運
行

回
数

1
回

と
す

る
。

往
路

若
し

く
は
復
路
の
場
合
の
み
の
場
合
は
0
.
5
回
と
す
る
。
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豊北町地域

豊浦町地域

菊川町地域

下関市　生活バス　全体路線図

豊田町地域

・・・ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝ交通
　　　バス路線

・・・下関市生活バス
　　　路線

・・・サンデン交通
　　　バス路線

・・・下関市生活バス
　　　区域運行

↑
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美
祢
市
方
面

美
祢
市

菊
川
町
方
面

豊
北
町
方
面

申
請
番
号
①

杢
路
子
線
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域

申
請
番
号
②

一
の
俣
線
区
域

申
請
番
号
④

一
の
瀬
線
区
域

申
請
番
号
③

今
出
線
区
域

・
・

・
サ

ン
デ

ン
交

通
 バ

ス
路

線

・
・

・
下

関
市

豊
田

総
合

支
所

・
・

・
市

生
活

バ
ス

路
線

・
・

・
ﾌﾞ

ﾙ
ｰﾗ

ｲ
ﾝ
交

通
 
バ

ス
路

線
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・
・

・
サ

ン
デ

ン
交

通
 バ

ス
路

線

・
・

・
　

　
〃

　
　

菊
川

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル

・
・

・
市

生
活

バ
ス

路
線

申
請
番
号
⑤

樅
ノ
木
・
保
木
線
区
域

小
月
駅
方
面

豊
田
町
方
面
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小
月
駅
方
面

豊
田
町
方
面

新
下
関
駅
方
面

・
・

・
サ

ン
デ

ン
交

通
 バ

ス
路

線

・
・

・
　

　
〃

　
　

 
　

バ
ス

停

・
・

・
　

　
〃

　
　

菊
川

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル

・
・

・
　

　
〃

　
　

 
　

バ
ス

停
か

ら
半

径
1k

m
範

囲

・
・

・
市

生
活

バ
ス

「
内

日
・

田
部

循
環

線
」

経
路

申
請
番
号
⑥

内
日
・
田
部
循
環
線
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交
通
不
便
地
域

指
定
地
区

菊
川
町

大
字
久
野

菊
川
町

大
字
貴
飯

菊
川
町

大
字
上
岡
枝

菊
川
町
大
字
日
新

菊
川
町
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字
楢
崎

小
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駅
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面

豊
田
町
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新
下
関
駅
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大
字
植
田

大
字

内
日
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菊
川
町

大
字
吉
賀

菊
川
町

大
字
上
七
見

菊
川
町

大
字
上
田
部

菊
川
町

大
字
西
中
山

菊
川
町

大
字
東
中
山

菊
川
町

大
字
樅
ノ
木

菊
川
町

大
字
道
市

菊
川
町

大
字

下
保
木

菊
川
町

大
字
轡
井

菊
川
町

大
字

上
保
木

･
･
･
下
関
市
生
活
バ
ス
(
自
家
用
有
償
)
路
線

･
･
･
サ
ン
デ
ン
交
通
バ
ス
路
線

･
･
･
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
交
通
バ
ス
路
線

･
･
･
路
線
バ
ス
停
留
所
か
ら

半
径
1
k
m
範
囲

･
･
･
交
通
不
便
地
域
指
定
区
域
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表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。
（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

市区町村名 下関市

人　口

人口集中地区以外 167,629

交通不便地域等 30,906

人　口 対象地区 根拠法

25,065
旧豊田町全域・旧豊北町全
域・旧豊浦町全域（ただし、
山村振興法の地区は除く）

過疎地域自立促進特別措置
法に基づく過疎地域

3,677
旧豊田町（西市町、殿居村）
旧豊北町（田耕村・宇賀村）

山村振興法に基づく
振興山村地域

156 六連島・蓋井島 離島振興法

2,008 内日・菊川町 局長指定

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定
年月日及び特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

下関市地域公共交通
網形成計画

平成 30年 3月 30日

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に
記載すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要
綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通
不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計
（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律
（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名
等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場
合には、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と
記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運
輸局長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送
サービス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。
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 第６条第２項

下関市

サンデン 交通株式会社 、ブル ーライン交 通株式会社、 一般社団法 人山口県タク シー協会、 西日本旅客鉄 道株式会社 、全国交通運 輸労働組合 総連合、国土 交通省中国 地方整備局山 口河川国道 事務所、山口 県下関土木 建築事務所、 下関市建設 部、下関市港 湾局

下関警察署、下関市連合自治会、社会福祉協議会、下関商工会議所、下関市立大学、国土交通省中国運輸局山口運輸支局、山口県観光スポーツ文化部

 第３条 第１項 下関市

サンデン 交通株式会社 、ブル ーライン交 通株式会社、 一般社団法 人山口県タク シー協会、 西日本旅客鉄 道株式会社 、全国交通運 輸労働組合 総連合、国土 交通省中国 地方整備局山 口河川国道 事務所、山口 県下関土木 建築事務所、 下関市建設 部、下関市港 湾局

国土交通省中国運輸局山口運輸支局

下関警察署、下関市連合自治会、社会福祉協議会、下関商工会議所、下関市立大学

 第３条 第２項 山口県観光スポーツ文化部

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成十九年法律第五十九号）

協議会は、次に掲げる者をもって構成する。

一 地域公共交通計画を作成しようとする地方公共団体

二 関係する公共交通事業者等、道路管理者、港湾管理者その他地域公共交通計画に定めようとする事業を実施すると見込まれる者

三 関係する公安委員会及び地域公共交通の利用者、学識経験者その他の当該地方公共団体が必要と認める者

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱
（令和 ４年 ６月 ６日 国総地第 ２３号 国総バ第 ５８号 国自旅第 ６７号 国自技環第２６号）

一 関係する都道府県又は市区町村

二 関係する交通事業者又は交通施設管理者等

三 地方運輸局又は地方航空局

四 その他地域の生活交通の実情、その確保・維持・改善の取組に精通する者等協議会が必要と認める者

  関係する都道府県及び市区町村【「地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」を市町村の計画に基づいて申請する場合】

※関係協会（バス協会・タクシー協会等）も構成員に含めることは可能ですが、運行実施者も構成員としておく必要があります。

※法定協議会の下部組織（部会･分科会等）を設け、下部組織での議論を法定協議会に報告する形式での運用も可能です。

※法定協議会の下部組織を設ける場合はその旨を設置要綱にその旨を明記してください。

地域公共交通計画と補助制度の連動化にかかる最低限の記載項目（セルフチェック表）

法
定
協
議
会
構
成
員

黄色のセル欄に該当の者の名称を記入
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URL:

 第５条第２項 地域公共交通計画においては、次に掲げる事項について定めるものとする。

 第７条 第１項

 第１７条 第１項

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成十九年法律第五十九号） 記載箇所

一 地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生の推進に関する基本的な方針 P３～６

二 地域公共交通計画の区域 P１４～３０

三 地域公共交通計画の目標 P８３～８７

四 前号の目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項 P３７～８２

五 地域公共交通計画の達成状況の評価に関する事項 P８７

六 計画期間 P４０

七 前各号に掲げるもののほか、地域公共交通計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱
（令和 ４年 ６月 ６日 国総地第 ２３号 国総バ第 ５８号 国自旅第 ６７号 国自技環第２６号）

一  地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の地域の公共交通における位置付け・役割 追補版P１～５

二  前号を踏まえた地域公共交通確保維持事業の必要性 追補版P６

三  地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統に係る事業及び実施主体の概要 追補版P７

四  地域公共交通計画の区域内全体における地域旅客運送サービスの利用者の数、収支、費用に係る国又は地方公    
       共団体の支出の額その他の定量的な目標・効果及びその評価手法

追補版P８

第３節 車両減価償却費等国庫補助金 ―

第４節 公有民営方式車両購入費国庫補助金 ―

第５節 貨客混載導入経費国庫補助金 ―

※車両補助の活用を見込む場合は、その旨も計画への記載が必要です。

地域公共交通計画と補助制度の連動化にかかる最低限の記載項目（セルフチェック表） 下関市

陸上交通に係る地域公共交通確保維持事業を行う場合は、地域公共交通計画に、当該地域公共交通計画の計画期間内における
次に掲げる事項について具体的に記載するものとする。

ﾌｨｰﾀﾞｰ 表１のとおり

車
両
補
助

運
行
費
補
助 運行費補助を受けようとする系統
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表
１
　
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
り
運
行
を
確
保
・
維
持
す
る
運
行
系
統
の
概
要
及
び
運
送
予
定
者
（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）

起
点

経
由
地

終
点

運
行
態
様
の
別

基
準
ハ
で
該

当
す
る
要
件

（
別
表
７
・
９
）

補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統

等
と
接
続
の
確
保

基
準
ホ
で
該

当
す
る
要
件

（
別
表
７
の
み
）

（
注
）

１
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
「
運
行
系
統
名
等
」
に
運
賃
低
廉
化
を
行
う
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
区
域
運
行
又
は
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
運
行
系
統
の
「
経
由
地
」
に
営
業
区
域
又
は
運
賃
低
廉
化
対
象
地
域
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
「
起
点
」
、
「
終
点
」
及
び
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

３
．
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
及
び
「
運
送
継
続
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
利
便
増
進
計
画
又
は
運
送
継
続
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
係
る
特
例
措
置
の
適
用
（
別
表
９
又
は
別
表
１
０
）
を
受
け
て
補
助
対
象
と
な
る
場
合
の
み
「
○
」
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
．
「
運
行
態
様
の
別
」
に
つ
い
て
は
、
路
線
定
期
運
行
、
路
線
不
定
期
運
行
、
区
域
運
行
、
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
．
「
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と
接
続
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
が
接
続
す
る
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
又
は
地
域
間
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
接
続
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

６
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
「
運
行
系
統
名
」
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

７
．
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
が
が
複
数
の
市
町
に
跨
が
る
場
合
、
関
連
す
る
自
治
体
と
の
調
整
状
況
を
記
載
す
る
こ
と
。

運
行
系
統

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
基
準
適
合

（
別
表
７
・
別
表
９
・
別
表
１
０
）

市
区
町
村
名

運
送
予
定
者
名

運
行
系
統
名
等

（
申
請
番
号
）

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

関
連
市
町
村
と
の
調
整

記
載

箇
所

(1
)

杢
路
子
線

下
杢

路
子

下
八

道
鷹

子
・

庭
田

区
域

②
-
(1
)

乗
り

継
ぎ

に
配

慮
し

た
ダ

イ
ヤ

　
：

殿
居

ほ
か

９
停

留
所

・
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
(
滝

部
線

)
・

サ
ン

デ
ン

交
通

(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

③
追
補
版
P
７

(2
)

一
の
俣
線

一
ノ

俣
上

浮
石

秋
葉

・
稲

見
区
域

②
-
(1
)

乗
り

継
ぎ

に
配

慮
し

た
ダ

イ
ヤ

　
:
荒

木
温

泉
ほ

か
８

停
留

所
・

ブ
ル

ー
ラ

イ
ン

交
通

(
滝

部
線

)
・

サ
ン

デ
ン

交
通

(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

③
追
補
版
P
７

(3
)

今
出
線

今
出

台
区
域

②
-
(1
)

乗
り

継
ぎ

に
配

慮
し

た
ダ

イ
ヤ

　
:
石

柱
渓

口
ほ

か
６

停
留

所
・

サ
ン

デ
ン

交
通

　
(
下

仙
崎

線
、

下
関

・
豊

田
線

、
仙

崎
線

)

③
追
補
版
P
７

(4
)

一
の
瀬
線

日
高

萩
区
域

②
-
(1
)

乗
り

継
ぎ

に
配

慮
し

た
ダ

イ
ヤ

　
:
阿

座
上

口
ほ

か
６

停
留

所
・

サ
ン

デ
ン

交
通

(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

③
追
補
版
P
７

(5
)
樅
ノ
木
・
保
木
線

中
山

保
木

轡
井

区
域

②
-
(2
)

乗
り

継
ぎ

に
配

慮
し

た
ダ

イ
ヤ

　
：

岡
枝

、
田

部
停

留
所

・
サ

ン
デ

ン
交

通
(
下

関
・

豊
田

線
、

仙
崎

線
)

③
追
補
版
P
７

(6
)
内
日
・
田
部
循
環
線

バ
ス

タ
ー
ミ

ナ
ル

吉
賀

・
楢

崎
日

新
・

植
田

内
日

下

バ
ス

タ
ー
ミ

ナ
ル

路
線
定
期

②
-
(2
)

乗
り

継
ぎ

に
配

慮
し

た
ダ

イ
ヤ

　
：

内
日

河
原

停
留

所
、

岡
枝

、
田

部
停

留
所

・
サ

ン
デ

ン
交

通
　

(
新

下
関

線
、

下
関

・
豊

田
線

、
仙

崎
線

)

③
追
補
版
P
７

(7
)

追
補
版
P
７

(8
)

追
補
版
P
７

(9
)

追
補
版
P
７

下
関
市

下
関
市

運
行

予
定

者
が

協
議

会
構

成
員

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
く

だ
さ

い
。
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